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第 83号 発行　八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部広報委員会

建学の精神
「神を敬し、人を愛する」
八戸学院大学・八戸学院大学短期
大学部は、カトリック精神に則る
道徳教育を施し、高潔なる人格の
完成を期し、現代社会が要請する
有為の人材を育成することを建学
の精神とする。

八 戸 学 院 大 学
八戸学院大学短期大学部学報

地方とグローバルの荒波を乗り越える高等教育機関へ

　平成30年４月から新たに地域経営学部がスタートする。
人口とともに縮小しつつある現代日本は様々な課題に直面
し、難しい舵取りが求められる。特に地方は様々な地域課
題も併せ持ち、行政はもちろん産業界各事業者も高等教育
機関と連携しながら次世代を担うリーダーの育成と地域活
性化施策と連動した事業展開が求められている。また、「い
のちの世紀」と向かい合う地域医療と福祉を支えるには、
より高度な知識と技能を持つ人材も求められる。このよう
な戦後の日本が初めて経験する前例の無い困難な環境の
中、我が学校法人は、地域の将来を再考熟慮し、高等教育
の再提示として教育改革と併せて人間健康学部とビジネス
学部の再編に取り組んできた。その結実として、平成28年
度に看護学科を新設した健康医療学部と平成30年度から
新たにスタートする地域経営学部の姿がある。両学部はと
もに、これからの地方の再生創生に不可欠な高度な人材養
成の核となる学部である。また系列の八戸学院光星高等学
校、八戸学院野辺地西高等学校とは、高校大学連携強化を
目的とした協定を締結し、高校の単位制のもと高校時代か
ら短期大学部や大学の授業に参加でき高等教育の学びを先
どる事が可能となる取り組みに着手した。八戸学院の上級
学校への進学率向上にとどまらず、私学ならではの５年間
あるいは７年間かけての理想の教育実現に大いに寄与する
であろう。

　地方の時代に寄り添った各種改変再編の年度であった
が、一方でグローバル化への対応を並行して今まで以上に
積極的に取り組んだ年度であった。世界最大の語学学校
EF社との東北唯一の提携から始まった本学学生への国際
教養力強化施策であるが、新たに法人全体として戦略的に
取り組んだフィリピン国カーテル教育科学財団との提携に
より、八戸学院カーテル高校が平成30年度開校となり、併
設されているCNE1語学学校も八戸学院のグループ施設と
なった。早速この春休みには短期大学部と大学の学生が語
学研修に渡航している。大学の開講している科目の海外実
践施設ともなり、学生の海外留学の環境は大いに整備強化
された。平成30年４月からは法人に国際教育局、そして
八戸とフィリピンに国際教育センターが新設され、八戸学
院で学ぶ全ての園児、生徒、学生は求められるグローバル
化時代の学びを一貫した体制にて実現することが可能とな
る。学校法人としては、「八戸を中心とした県南の教育機
関」をフィリピンに拠点を設けた事により、「八戸で育っ
たアセアンの教育機関」と大いに定義を拡大した重要な変
節となる。平成31年春には、フィリピンから美保野キャン
パスに第一陣の学生が進学してくる予定となっており、今
後、毎年アセアンからの留学生は増えていくであろう。60
周年を迎えた学校法人は、次なる時代のマイルストーンに
向かい大きく海外へも舵を切った。日本からさらに視点視
野を海外に向けると、大いなる光と希望を見出せる事を確
信した年度でもあった。学校法人光星学院の最高学府とし
て、海外と連携したさらなる展開と、その素晴らしい教育
環境を生かしたグローバル人材の教育へと改革を更に加速
したい。

（八戸学院大学　学長　大谷　真樹）

2018 年 4月 6日

高校・大学・短期大学部連携協定締結 四者連携協定締結



2

八戸学院大学短期大学部の取り組み
　八戸学院大学短期大学部では、平成29年度重点目標に
〈教育の内部質の保証〉を掲げ「学びの質の向上」を図っ
てきた。
　学校教育法では新しい学力観を「～課題を解決するため
に必要な思考力、判断力、表現力その他の能力を育み、主
体的に学習に取り組む態度を養う～」と謳っている。
　本学にとっても学生の思考力、判断力、表現力を育成し、
主体性を培うことは喫緊の課題である。この課題に対して
平成29年度は「IRの活動（大学・短大協働）」と「アクティ
ブラーニングの実践（短大）」とを掲げて取り組んだ。授
業のテーマを「学生の主体性を重んじた授業」と設定し、
FDの参観期間中に相互参観を実施した。短大教員23名が
実施し、授業前の指導案と授業後の報告書を学長へ提出し
て検証を行った（看護学科は３年生が実習中で不在のため
不参加）。教職員と学生が一体となって教育の質を高める
活動を展開し、アクティブラーニングへの端緒を開き、一
定の成果を修めることができた。

　元来、アクティブラーニングは自分の意見を述べたり、
グループで学習課題に取り組んだり、実際の現場を体験し
たりすることで幅広い能力を向上させることができる学習
形態である。このことから汎用的能力の育成に有効な学習
形態であることは調査結果（ベネッセ研究センター2009
等）に明らかであり、本学の教員や学生の達成度評価にも
見ることができる。授業後の学生との面接では、アクティ
ブに学べたという手ごたえを得ており、思考力や表現力、
行動力に改善の兆しが見えている。教職・保育実践演習の
授業最終回アンケートでは37パーセントが好効果を自ら
指摘している。今後PDCA方式で継続実践すればより明ら
かな習得成果が得られると思う。
　「研究活動の推進」については、推進を図るための一助
として研究費の配分を何度か検討したが、結論を得るに至

らなかった。平成29年度は現状の調査や研究内容の査定な
どを議論した。実績配分への賛成意見もあるが、働き方改
革の課題も含めて全教員の研究意欲喚起にはなお時間を要
する課題である。
〈特記事項〉として次の３項目を挙げる。
①学校法人60周年記念事業について
　　本学はミュージカル公演に全学で取り組み、歌・踊り・
ダンス・演劇などに力を発揮した。
②看護学科の廃科について
　　看護学科は学科の大学四大化に伴い、平成29年度は短
大に３学年のみ在籍していたが３月の卒業をもって在籍
者０となった。これにより短期大学部の看護学科は廃止
となる。
③ライフデザイン学科の30年度学生募集停止について
　　ライフデザイン学科は改組改編の将来構想により、平
成30年度学生募集を停止した。現在、新学科立ち上げの
準備を進めているところである。

（八戸学院大学短期大学部　学長　外崎　充子）

短大ダンス「大変だ」

八戸小唄流し踊り
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「地域との共生」−ビジネス学部の活動紹介−
①産官学連携による特産品開発

　ビジネス学部・鶴見浩一郎特任教授は、2017年４月の
本学着任後、従来の養殖技術開発に加えて、青森特産品と
してのフジツボビジネス化を目指して研究活動を行ってい
る。今年度は青森県「21あおもり元気企業チャレンジ助成
金」を（本学地域連携研究センターとして）得て以下の諸
活動を推進した。
　地場名産品としての知名度向上のため、2017年９月30日
に八戸ポータルミュージアム「はっち」にて一般公開講座
「フジツボ夜話」を開催し、学術講演と共に旬のフジツボ
試食を実施。多数の市民に大好評で地元紙などに大きく取
り上げられた。
　12月～２月の繁殖期には、県立八戸水産高校栽培漁業
実習所において幼生飼育条件の検討実験を実施すると同時
に、階上町の青森県栽培漁業振興協会においてフジツボ種
苗の大規模生産実験を行い大量種苗生産に成功した。今後
陸奥湾などの養殖希望漁業者へ種苗を配布し海面展開試験
を実施する。
　また、数少ない生産漁業者、高級割烹の取り扱い担当者
などを対象に生産面、流通利用面の調査活動を進めてい
る。これらの成果を活用し「高級食材：ミネフジツボ」を
漁業や観光資源として確立するための情報発信Webサイ
ト「taberu-fujitsubo.com」を立ち上げた。これらにより
地域社会に貢献する大学としての活動をさらに進めたい。

②フィールドワークを活用した地域のブランド・マーケ

ティング

　ビジネス学部・藤代典子特任准教授は、商品の競争優位
性を形成し、顧客の生涯価値を創造し、企業の超過収益力
を高める経営手法のひとつである「ブランド・マーケティ
ング」を研究している。地（知）の拠点としての大学の役
割のもと、「地域ブランド」を研究領域とし、実践的な取
組を展開した。
　まず、公益財団法人21あおもり産業総合支援センターの
「あおもり元気企業チャレンジ助成事業」に採択され、「全

米で最も住みたい街」とされる米国ポートランド市の地域
ブランドと企業の役割についての研究活動を行っている。
また本学2017年度特別研究費を受け、県内では２町村しか
ない転入超過の町である青森県六戸町において、地域ブラ
ンドづくりの取り組みに関する研究活動を行っている。⑴
コンテストへの応募　⑵商品開発　⑶パブリシティの獲得　
⑷法人営業　⑸展示会への出展といった活動の中には、町
民とのワークショップ形式によって意見やアイデアの掘り
起こしや、生産者と本学ゼミ生５名とのディスカッション
も含まれる。

デザイナーのコミュニティ「Hand-Eye Supply」（米国ポートランド市）

③地域経済研究の新たな分析手法に関する研究

　ビジネス学部・加来聡伸講師は「地域の文化や慣習が経
済に与える影響」を研究テーマとしている。地域の産業は、
一般的に経済の発展に伴い、その影響を受けながら構造の
再編が見られる。しかし中には再編されにくい産業もある。
実はそこに、地域の文化や慣習に裏付けられた産業の特色
があり、これらが脈絡のように繋がっていることで、ロー
カル市場の強さやしたたかさがあるのではないかと推察さ
れている。
　このような問題意識に基づき、平成26年から３年間をか
け、八戸学院大学特別研究費を受け、青森県南地域で食さ
れている食用菊の阿房宮（干し菊）という商品に着目し、
なぜこの地域で特徴的な食文化と産業が進展し、特産品と
して位置づけられたのかを整理してきた。成果は来年度出
版予定である。さらに今年度からは林業において、青森県
の木材・製材産業の特徴を明らかにすることを目標としつ
つ、りんごや漁業の産地に裏付けされる木箱の調査を進め
ている。
　しかし、地域的特徴がある産業はグローバリゼーション
の市場あるいは経済の発展の影響を全く受けないわけでは
ない。だが、これらの脈絡を俯瞰することで、地域の強み
を発見する手法となるのではないかと追究されている。

（ビジネス学部長　大沢　　泉）
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平成 29年度　健康医療学部の活動紹介

　健康医療学部として２年目を迎え、人間健康学科・看護
学科で各々の専門教育が着実に展開され、また、両学科で
連携した事業を含め地域での活動も活発に実施された。

①公開講座の実施
　平成30年３月３日㈯に八戸ポータルミュージアムはっ
ちにおいて、第５回八戸学院大学健康医療学部・八戸学院
大学短期大学部看護学科公開講座として開催された。今年
度が短期大学部看護学科との共同開催としては最後となっ
たが、「『健康を考える』～江戸期から未来へ～」をメイン・
テーマに４名の専任教員が、各々の専門分野である看護、
医療、福祉、心理に関する講演を行った。フロアからの質
問もあり、熱気溢れた討論も展開された。本講座は毎年土
曜日の午後に中心市街地を会場に開催されることから高校
生を含め多くの地域住民の方々の参加（今年度は62名）が
あり、本学の教育研究活動の内容・現状を広く周知するた
めの極めて有効な活動の一つとして定着している。次年度
からも健康医療学部公開講座として、人間健康学科・看護
学科共同で開催していく予定である。

②自治体や民間機関と連携した介護予防事業
　人間健康学科のスポーツ科学コースの研究ゼミ（渡邊ゼ
ミ、高嶋ゼミ、工藤ゼミ、嶋崎ゼミ）では、南部町社会教
育課、階上町健康福祉課、久慈市のデイサービスセンター・
カローレと連携して、高齢者に対する介護予防事業に取り
組んでいる。介護予防対策として早期からの転倒防止への
介入が重要とされていることから、定期的な体力測定（年
間４～６回、測定項目として身長、体組成、骨密度、握力、
開眼片脚立ち、立ち上がり速度、下肢筋力、ファンクショ
ナルリーチ、10ｍ歩行）、および筋力低下防止のための運
動プログラムを提供してその効果を評価する活動を継続し
ている。運動機能・バランス機能の改善や低下防止が実証
されることにより、今後、この活動は、自立して生活でき
る期間をいかにして長く伸ばすか、すなわち「健康寿命の
延伸」に向けた取り組みとして大いに注目されている。

③「住み慣れた地域での生活を考えるワークショップ」へ
の参加
　社会福祉士を目指す学生たちも、積極的な姿勢で地域で
のフィールドワーク活動を行っている。その中の一つとし
て、小柳ゼミでは八戸市主催の「住み慣れた地域での生活
を考えるワークショップ」に参加している。高齢者が住み

慣れた地域で生活を続けられる体制づくりのための課題抽
出と解決策について、地域住民、福祉機関関係者、民生委
員の方々と意見交換を行い、その討論結果を報告するとい
うものである。毎回、異なる行政区の住民を対象に、今年
度は３回（平成29年８月、10月、平成30年２月）、約40～
60名出席で実施された。回を重ねる毎に具体的かつ充実し
た提言が学生からも発信されており、マスコミで取り上げ
られるなど高い評価を受けている。この活動は、福祉人材
育成のための実践教育のみならず、成果が実際の支援サー
ビスへ反映されることで地域貢献事業としても大きな意味
を持つものと期待される。

（健康医療学部長・人間健康学科長　遠藤　守人）

④看護学科宣誓式を挙行
　看護学科は学年進行２学年次を迎え、文部科学省認可の
教育課程に基づいて、順調に教育活動が進められている。
１年生は「解剖生理学」、２年生は「病態学」及び「専門
領域の看護学」など専門教育科目に苦戦しているようであ
る。そのような中、５月13日㈯に第１回宣誓式が執り行わ
れた。看護学科第１期生65名（２年生）が、本学の教育運
営にご支援をいただいている関係機関の皆さまや保護者、
大学関係者および看護学科１年生の前で、自分たちで作り
上げた誓いの言葉を通して、この先に続く医療者としての
厳しい道への決意を述べた。引き続き宣誓式特別記念講演
として「ヒューマンケアリングの輪を広げて看護教育の未
来を創る」をテーマに、防衛医科大学校医学教育部看護学
科長安酸史子先生からご講演をいただいた。ご自分の実践
活動の中からいかにしてどのような看護実践の方法論を構
築したかというご講演は、学生たちに看護実践活動の意義
についての大きな動機付けになったと考えられる。

（健康医療学部看護学科長　蛭田　由美）
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平成 29年度　八戸学院大学短期大学部の活動紹介

幼児保育学科

◎自ら気づき、考え、判断し実践する保育者
　（プロフェッショナルな指導者を目指して）
　近年の保育者養成においては、質の保証が求められてい
る。保育者に求められる資質、能力として（「知識及び技
能の基礎」、「思考力・判断力・表現力等の基礎」、「学びに
向かう力・人間性」）の学び、そして、環境を通した教育・
遊びを通した総合的な指導、支援が求められている。平成
30年度から保育者養成の新たな教育指針、保育指針が開始
されることになった。これらに対応した更なる質の保証に
努めなければならない。
　授業や実習指導、ゼミ活動、基礎的技術技能などの授業
展開を通し、主体性を重んじた汎用性のある学びに力を入
れると同時に、理論と実践の融合を図る保育者養成におけ
る質向上の指導を展開している。そして、教養科目、専門
科目の他に、特に苦手な技術的（ピアノの技能）なこと、
造形的な制作、身体的活動等による指導など、「音・美・体」
が柱になって活動する学科行事やゼミ活動によるプレゼン
テーション等、教員、学生が一体に取り組みその成果を示
している。学科の行事である砂浜彫刻、八戸七夕祭り（流
し踊り／くす玉、吹流し制作）、オペレッタ発表（八戸市
こどもフェスタ）等、幼児保育学科の特性を生かした実践
は、意欲的な取り組みがなされ、その成果が示されている。
これらの地域に密着した活動は主体性やコミュニケーショ
ン能力を育み、相互の表現力を高める学びの場となってい
る。また、系列高校や附属幼稚園との連携会議を開催し、
教員間の情報共有や指導方針、学生活動の交流などの共通
認識を図っている。更に、学生達が主体的に活動したゼミ
ナール活動、ボランティア活動やサークル活動は学科の独
自性が示された活動となり自主性や社会性が育成されてい
る。

◎主たる行事の紹介
○こどもフェスタで「オペレッタ」発表
　　八戸市が主催する「はちのへこどもフェスタ」では２
年間の集大成として毎年オペレッタを上演している。歌
とダンスをオペレッタに仕立て上げ、総合芸術となる要
素を養いながら音楽・美術・体育・言葉の表現力を高め
ている。

○七夕を彩る「八戸小唄流し踊り」
　　八戸市の夏をあでやかに彩る八戸小唄流し踊り。色と
りどりの浴衣で色鮮やかな七夕飾りの下を優雅に練り歩
き、カモメのようにゆったりと大きく手を広げる舞で、
暑さの残る夕刻の目抜き通りに涼を運んでいる。
○夏の海で創造力を磨く「砂浜彫刻」
　　毎年夏、白浜海岸で全学生が参加して行われる「砂浜
彫刻」は、健康・人間関係・環境・言葉・表現を網羅す
る全国でも珍しいユニークな学びである。大自然の中、
ゼミ毎にイメージを膨らませ作品を完成させている。

（短期大学部幼児保育学科長　附田勢津子）

ライフデザイン学科

◎「NIE」−新聞２紙を読む−
　27年度から１年生の「ライフデザイン論」と「生涯学習
論」（共に必修）に「NIE」を取り入れてきた。27、28年
度は「デーリー東北」１紙、29年度は「東奥日報」との２
紙を毎日読み、最も関心を持った記事を両紙から選び各自
がスクラップファイルを作成した。ファイルは毎週末に集
め、教科担当者が感想を書いた後返却し、授業で活用して
きた。また、各自テーマを決め、記事を用いた特集壁新聞
（１人模造紙１枚）を作成し、10月の光華祭で発表している。
29年度は、授業公開期間中の「生涯学習論」で「新聞から
学ぶ」と題し、「スクラップ記事による特集壁新聞」の作
成意図・特集内容の決定理由・工夫・自筆のコラム等を全
員が発表し質問に答えた。授業後「他の人達の視点や関心
を知る機会になった」・「出来事の背景を考えるようになっ
た」・「何事も多面的に見なければならない」・「社会での新
聞の大きな役割を改めて知った」等の感想が述べられた。

（短期大学部ライフデザイン学科長　茂木　典子）
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　　　　　　　八戸学院大学　　　　　　
　平成28年度　学位記授与式　式辞

　今日、八戸学院大学を卒業される学生諸君、卒業おめでと
うございます。そしてこの巣立ちの日を待ちわびていたご家
族の皆様に心からお祝いを申し上げます。またご来賓の皆様
には、ご多用のところご臨席賜り誠に有り難うございます。
　卒業生諸君が学んだ四季美しい美保野のキャンパスの並
木は、様々な皆さんの表情と成長を見つめて来ました。４
年前、皆さんは新たな校名八戸学院大学の初めての学生と
してこのキャンパスに集い、時代の変化に挑む新たな学院
と共にその４年間をスタートしました。その八戸学院大学は、
大きく変化しつつある現代社会での地域高等教育機関とし
て、その存在意義と未来を考え直す大きな変節の時期でも
ありました。その重要な変革期の中、皆さんは地域の皆さ
んと様々な活動に取り組んだ結果、勉学、社会貢献、スポー
ツなどで多くの目覚ましい成果を出し、オール八戸学院とそ
の最高学府である八戸学院大学の存在感をさらに高めるこ
とができました。今日卒業される皆さんは、まさにこの地の
変化と大学の改革を支えた人材でした。明日からは皆さん
が全国に散り、その地で日本の未来を描いてゆくのです。ど
うぞ八戸学院大学卒業生である事を誇りに思ってください。
　さて、皆さんは明日からの新たな進路を決めたと思いま
す。しかしそれはゴールではありません。これからは「人
生100年」の時代が確実にやってきます。生まれ、学び、
仕事につき、そして老後の余生を過ごす時代ではなくなり
つつあります。多くの皆さんのこれからスタートする就職
は長い100年のうちの定年までの中間の一時期に過ぎませ
ん。平均寿命がさらに伸びた今、かつてのような人生計画
は成立しなく、定年後の期間を含めた自分の100年を今か
らどう描き、長い100年を周囲や社会に依存しない自分自
身の人生をデザインする必要があります。今、新しい未知
の世界、新しい生活への期待に胸もときめいている事で
しょうが、しかし様々な困難にも直面します。一度社会に
はいると「正解」はありません。皆さんの100年の人生計
画のガイドブックはどこにも存在しません。ですから「正
しい道はなにか」などと悩まずに自分が信じた道を自由に
描き迷わずに進んでください。
　これから未知の本格的な少子高齢化社会を迎えるにあた
り、そんな時に皆さんを救ってくれるのが「絆」です。こ
れから皆さんが社会にでるにあたり八戸学院の同窓である
学院の絆に誇りを持って頂きたいと思います。皆さんの信
じる道は違えども、思いが同窓の絆を深め、地域の連携を
深め、課題を解決し、未来を変えます。私は、巣立つ八戸
学院大学第１期生諸君とのこの絆は決して忘れることな
く、そして切れることがないと信じています。
　最後に、皆さんが入学した時に贈った言葉を覚えています
か？再び卒業にあたり贈ります。そして忘れないでください。
その言葉は「挑戦する権利と失敗する自由」この言葉が皆さ
んが困難に怯んだ時にきっと勇気を与えてくれるでしょう。
　卒業おめでとう。

　平成29年３月16日
八戸学院大学　学長　大谷　真樹

　　　　　　八戸学院短期大学　　　　　
　平成28年度　学位記授与式　式辞

　卒業生の皆さん　卒業おめでとうございます。
　本日授与された「短期大学准学士」の学位は卒業の証し
であり、本学での学びの成果を表したものです。皆さんの
これまでの努力に敬意を表します。
　また、卒業生を本日まで支えてこられましたご家族とご列
席の皆様にも衷心よりお喜びを申し上げます。
　皆さんは「神を敬し、人を愛する」の建学の精神の下、
２年間と３年間の修学を終え、今新たに旅立つことになりま
した。
　「神を敬し、人を愛する」について、本学では「神を敬する」
とは、人間を超えた力が与えた境遇を、自分の人生だと思い、
その中で自分らしい努力をし、その状況を楽しむことである、
と、とらえ、「人を愛する」とは、自分が得たものを人と分
かち合うことである、と解釈しています。
　皆さんが今の境遇を愛し、努力を惜しまないこと、そし
て仲間と協働して地域に貢献することなどを本学は推進・
実践してきました。
　実習での緊張感、行事やゼミナールでの達成感、そして
スポーツ祭でのはじける笑顔、また思うように自分を表現で
きないもどかしさと苛立ち、私たち教職員は日々皆さんを見
つめ、ともに歩んで参りました。皆さんが入学以来、専門
性において、また人間性において格段の成長を遂げたこと
を心から嬉しく思います。
　我が国が直面する危機に「少子化・高齢化による社会活
力の低下」と「社会のつながりの希薄化」があります。
　オックスフォード大学発の「AI（人口知能）の発達によ
り10～20年後に消える仕事・残る仕事」の資料によると、消
える仕事が予想以上に多くあります。残る仕事の中には「教
師、保育士、栄養士関係、コンピューターシステムアナリス
ト、看護師」などがあって、本学としてはやや安堵させられ
ます。
　しかし、これらの業界も、先を見通すことの難しい時代に
おいて、生涯を通じて学び、考え、予想外の事態を乗り越
えて、自らの人生を切り開いていく若い人が切に求められて
います。
　卒業生の皆さん、学ぶことや働くことをマイナスイメージ
でとらえてはなりません。仕事には使命感をもって臨み、労
を惜しまず働いて本学の良き伝統を踏襲してください。
　現場では苦労を嘆く前にどうしたら乗り切られるかを考え
ましょう。「艱難汝を珠にす」という言葉があります。「困難
に出会って苦しみ悩むことはあなたを宝石にする」という意
味です。この言葉は漢語ですが私は建学の精神の「神を敬し、
人を愛する」と深いところで繋がっていると考えています。
両方とも「今ある事態を受け入れ、それを耕すことによっ
て人生は輝く」と考えるからです。
　卒業生の皆さん、輝く人生を自らの手で切り開いてくださ
い。
　教職員一同前途に幸多かれと祈っています。

　平成29年３月16日
八戸学院短期大学　学長　外崎　充子
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　　　　　　　八戸学院大学　　　　　　
　平成29年度　入学式　式辞

　美しい日本の季節の中で、私はこの春が一番好きです。
一斉に芽吹き、花開き、新しいエネルギーにあふれる春、
そして何よりも、新入学生の皆さんと出会える春です。
　ようこそ、私たちの八戸学院美保野キャンパスへ。入学
おめでとうございます。また、ご来賓並びに保護者の皆様
にはご多用の所、ご臨席戴きましてありがとうございます。
深く御礼を申し上げます。
　今年は、ここ10年来、もっとも多い新入学生を迎えること
ができました。昨年、学部名を健康医療学部と変更し新設
された看護学科も２年目を迎え、女子学生がさらに増えた
キャンパスは一層輝きを増しました。止めることのできない
少子化の流れの中、地域のニーズに寄り添った大学の役割
としての改革と、子女の高等教育受皿の充実が確実に地域
社会から評価されている証だと信じています。
　今日は、皆さんが新しい学生生活をスタートするにあたり、
ふたつのアドバイスを贈りたいと思います。
　まず一つは「100年分の人生をデザインし、その人生を逆
算しなさい」ということです。人生100年時代がやってきま
した。皆さんはこの地でこれからの４年間勉学やサークル活
動に励む訳ですが、100年の人生から見たらわずか４年です。
皆さんは最終のゴールを決めていますか？自分は何のため
に生まれてきたのか？と自分に問いかけると瑣末な目標は昇
華し、高い志で大きな夢を描くことが可能になるはずです。
就職や資格は人生を描くための手段にすぎません。最終ゴー
ルを真剣に考え、そしてそのゴールから逆算するのです。
そのゴールを成し遂げるには何が必要なのか。何をいつま
で学ばなければいけないのか。皆さんは毎日様々な選択肢
を前に悩む訳ですが、ゴールが定まっていれば悩む事は無
いはずです。人生は選択の結果です。今日の自分、来年の
自分は、今までどのような選択をしたかの結果の姿です。そ
してゴールは、なるべく大きな絵を描きなさい。もう一度言
います、自分は何のために生まれてきたのか。大きな夢が
無ければ成功はあり得ません。それが皆さんを成長させ、
これからの4年間の学生生活と人生を豊かにする方法です。
　皆さんに与えられている時間は限りがあります。与えられ
た時間は平等です。大学在学中に8700時間。その限られた
１秒１秒をどう使うか、全て皆さん次第です。時間と人生を
浪費してはいけません。全て未来の自分で掲げたゴールと
成長に限られた自分の時間を全て投資してください。
　失敗したらどうしよう？失敗したらやり直せば良いだけで
す。皆さんは無限の可能性と、そして様々な夢に「挑戦す
る権利と失敗する自由」を持っています。この言葉を胸に
刻んで、思う存分、権利と自由を行使してください。
　入学おめでとうございます。

　平成29年４月５日
八戸学院大学　学長　大谷　真樹

　　　　 八戸学院大学短期大学部 　　　
　平成29年度　入学式　式辞

　新入生の皆さん、入学おめでとうございます。八戸学院
大学短期大学部・教職員一同、皆さんの入学を心より歓迎
いたします。ご列席の皆様にも衷心よりお喜びを申し上げ
ます。
　本学は昭和46年「幼児教育学科」をもって開学いたしま
した。その後、昭和62年に「経営情報学科」を、平成21年
に「看護学科」を併設しました。開学以来46年経ち、現在
は「幼児保育学科」と「ライフデザイン学科」「看護学科（三
年生のみ在籍）」を擁しています。
　本学は今年度から校名を「八戸学院大学短期大学部」と
変更し、八戸学院大学に学部編入をいたしました。その趣
旨は同じキャンパス内での学生間・教職員間の交流を深め、
学びの場を広げて、サークルや部活動等の強化を目指すこ
とにあります。
　また今年度は、法人の創立60周年に当り、式典や記念誌
の発行、ミュージカル上演など多彩な行事を計画しており
ます。
　新入生の皆さんは60年目の記念すべき年の入学者となり
ます。皆さんの参入により法人内の８つの学校施設がより
堅い絆で結ばれ、フレッシュな活動が展開されることを期
待しております。
　さて、皆さん、本学に入学した理由は何ですか。
　平成27年度の本学学生生活調査によりますと１位は資格
を取るため、２位は学ぶ内容に興味がある、３位は就職に
有利、４位は自宅から通学できる、５位は学生生活を楽しむ、
となっています。資格の取得、就職・通学の有利さについ
ては全国どこの短期大学にも共通の入学理由です。
　私が注目しているのは79パーセントの学生が「学ぶ内容
に興味がある」と答えている点です。学ぶことの動機として
「興味がある」は最大のポイントであります。皆さんはこれ
から興味のある分野を集中して学ぶことになります。授業で
理論を学び、実習や地域貢献を通して実践を重ねていきま
す。２年間の学びを経て、職業人としてスタートするまでの
道のりは興味をもって学べばたやすく、興味を失って学べ
ば苦しいことの連続となります。
　いずれにしても、今までの９年間の学びより厳しいものが
要求されます。それは、大学は自らが自分の責任において
学びを進めていくところであるからです。誰かが何とかして
くれるだろうとわが身を人に委ね続けてはなりません。
　これからの先行き不透明な社会では、事に当ってよく考え、
判断をし、自分の言葉で表現していくことが大切です。幼
な心を捨て、一人前の自立した人間をめざして新たなスター
トを切ってください。
　「学ぶ喜び」の獲得は学生生活の楽しみに繋がり、将来の
職業や人生に直結しています。
　私たち教職員は「学びの質」を保証し、陰で表で、皆さ
んを支えます。

　平成29年４月５日
八戸学院大学短期大学部　学長　外崎　充子
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会　議（学務課関係）

①教授会開催
　〔大学〕
　○全学教授会
　　平成29年　 3月15日㈬　 4月 3日㈪　 4月19日㈬
　　　　　　　 5月17日㈬　 6月21日㈬　 7月19日㈬
　　　　　　　 9月20日㈬　10月18日㈬　11月15日㈬
　　　　　　　12月13日㈬
　　平成30年　 1月17日㈬　 2月21日㈬　 2月28日㈬
　〔短期大学部〕
　○教授会
　　平成29年　 3月17日㈮　 4月 3日㈪　 4月20日㈭
　　　　　　　 5月18日㈭　 6月15日㈭　 7月20日㈭
　　　　　　　 9月21日㈭　10月17日㈫　11月16日㈭
　　　　　　　12月21日㈭
　　平成30年　 1月18日㈭　 2月15日㈭　 2月28日㈬

人　　　事

（ １ ）　採　用
平成29年 ４月 １日付

○ビジネス学部ビジネス学科
　教　　授　　鈴　木　俊　裕
　特任教授　　鶴　見　浩一郎
　特任准教授　藤　代　典　子
○健康医療学部看護学科
　教　　授　　神　郡　　　博
　教　　授　　矢　野　章　永
　教　　授　　辻　村　史　子
　教　　授　　田　中　克　枝
○短期大学部幼児保育学科
　講　　師　　安　田　美　央
○事務局
　主　　事　　小谷地　結希乃（学務部情報メディア課）
　主　　事　　佐々木　眞　子（学務部キャリア支援課）
平成29年 ６月 １日付

○健康医療学部看護学科
　助　　教　　長　南　幸　恵
○事務局
　事 務 員　　畠　山　文　絵
平成29年 9月 １日付

○ビジネス学部ビジネス学科
　講　　師　　松　井　克　明
平成29年１0月 １日付

○健康医療学部看護学科
　准 教 授　　西　村　美　八
平成30年 １月 ５日付

○健康医療学部人間健康学科
　准 教 授　　吉　田　守　実

（ ２ ）　昇　任
平成29年 ４月 １日付

○ビジネス学部ビジネス学科
　講　　師　　崔　　　桓　碩
○健康医療学部人間健康学科
　准 教 授　　高　嶋　　　渉
○事務局
　課長補佐　　早　川　幸　久
　主　　任　　山　下　祐　史
　主　　任　　坂　野　仁　志
　主　　任　　平　川　貴　也

（ 3 ）　併任・兼務
平成29年 ４月 １日付

○学　　長　　大　谷　真　樹
　　　　　　　光星学院常務理事／八戸学院地域連携研究
　　　　　　　センター長
○ビジネス学部ビジネス学科
　教　　授　　大　沢　　　泉
　　　　　　　ビジネス学部長／ビジネス学科長
　教　　授　　丹　羽　浩　正　八戸学院大学学長補佐
　特任教授　　玉　樹　真一郎　八戸学院大学学長補佐
○健康医療学部人間健康学科
　教　　授　　遠　藤　守　人
　　　　　　　健康医療学部長／人間健康学科長
　教　　授　　吉　田　　　稔　八戸学院大学学長補佐
○健康医療学部看護学科
　教　　授　　蛭　田　由　美　看護学科長
○事務局
　参　　与　　松　山　政　義　八戸学院大学学長補佐
　学務部参事　織　戸　　　浩　八戸学院図書館事務室長
　学務部副参事　松　井　一　文
　　　　　　　八戸学院地域連携研究センター事務室長
　学務課主事　河　村　千代美　大学評価支援室員

（ ４ ）　配置転換
平成29年 ４月 １日付

○事務局
　主　　事　　高屋敷　好　孝
　　　（学務部キャリア支援課から学務部教務学生課へ）
　運 転 士　　坂　本　悟　一
　　　（学務部教務学生課から学務部学務課へ）
平成30年 １月 １日付

○地域連携研究センター
　教　　授　　赤　羽　卓　朗
　　　（健康医療学部人間健康学科から）

（ 5 ）　転　入
平成29年 ４月 １日付

○事務局
　課　　長　　沼　岡　裕　一
　　　（八戸学院野辺地西高等学校から情報メディア課へ）
　課長補佐　　小　松　知　子
　　　（八戸学院幼稚園から学務部教務学生課へ）
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（ 6 ）　転　出
平成29年 3月3１日付

○事務局
　課　　長　　浜　　　章　夫
　　　（学務部情報メディア課から八戸学院光星高等学校へ）
　主　　任　　玉　川　恵　里
　　　（学務部教務学生課から総務部総務課へ）

（ 7 ）　出　向
平成29年 9月 １日付

○事務局
　玉　川　哲　也
　　　（学園サービスから学務部教務学生課へ）

（ 8 ）　退　職
平成29年 3月3１日付

○ビジネス学科
　教　　授　　石　橋　　　修
○幼児保育学科
　講　　師　　木　下　和　彦
○学務部情報メディア課
　主　　事　　篠　原　　　藍
平成29年 9月30日付

○ビジネス学科
　教　　授　　樺　　　克　裕
○学務部教務学生課
　課長補佐　　小　松　知　子
平成29年１2月3１日付

○学務部情報メディア課
　主　　事　　小谷地　結希乃

（ 9 ）　客員教授・客員研究員
〔大学〕
平成29年 ４月 １日付

◎客員教授
　鈴　木　　　誠（株式会社ナチュラルアート代表取締役社長）
　内　海　　　隆（青森公立大学経営経済学部教授）
　三　宅　良　彦（聖マリアンナ医科大学副理事長）
〔短期大学部〕
◎客員教授
　三　村　三千代
◎客員研究員
　中　村　　　円

組　　　織

〔大学〕
学　　　　　　長 大　谷　真　樹（地域連携研究センター長）
大学運営会議議長 大　谷　真　樹
ビジネス学部長 大　沢　　　泉（ビジネス学科長）
健康医療学部長 遠　藤　守　人（人間健康学科長）
看 護 学 科 長 蛭　田　由　美
学 長 補 佐 丹　羽　浩　正　　玉　樹　真一郎
 吉　田　　　稔　　松　山　政　義
〔短期大学部〕
学　　　　　　長 外　崎　充　子
学 長 補 佐 茂　木　典　子
幼児保育学科長 附　田　勢津子
ライフデザイン学科長 茂　木　典　子
看 護 学 科 長 羽　入　雪　子
看護学科長補佐 玉　懸　多惠子
◎学長直轄
○研究倫理委員会
委 員 長 丹　羽　浩　正
副 委 員 長 赤　羽　卓　朗
委 員 蛭　田　由　美　　川　端　　　悠
 中　村　　　修
○研究推進委員会
委 員 長 田　中　　　哲
副 委 員 長 井　元　紀　子
委 員 田　村　正　文　　嶋　崎　綾　乃
 高　橋　正　知　　杉　山　幸　子
 三　岳　貴　彦　　藤　邉　祐　子
○入学者選抜委員会
委 員 長 大　沢　　　泉
副 委 員 長 茂　木　典　子
委 員 遠　藤　守　人　　蛭　田　由　美
 附　田　勢津子　　羽　入　雪　子
 坂　本　貴　博
○特別学生支援室
室　　　　　　長 瀧　澤　　　透
副 室 長 小　川　あゆみ
室　　　　　　員 中　居　　　裕　　長谷川　美千留
 矢　野　章　永　　壬　生　寿　子
 田名部　麻　野　　加　藤　勝　弘
ア ド バ イ ザ ー 遠　藤　守　人
◎大学評価統括本部
本 部 長 吉　田　　　稔
副 本 部 長 大久保　　　等
○自己点検評価委員会
〔大学〕
委 員 長 坂　本　貴　博
副 委 員 長 瀧　澤　　　透
委　　　　　　員 根　城　隆　幸　　柴　垣　博　孝
 幸　田　威久矢　　小　林　喜　輝
 熊　谷　晶　子　　蛭　田　由　美
 山野内　靖　子
〔短期大学部〕
委 員 長 大久保　　　等
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副 委 員 長 杉　山　幸　子
委　　　　　　員 外　崎　充　子　　附　田　勢津子
 茂　木　典　子　　中　村　　　修
 羽　入　雪　子
◎教育センター
セ ン タ ー 長 木　鎌　耕一郎
副 セ ン タ ー 長 杉　山　幸　子
○教務委員会
〔大学〕
委 員 長 樺　　　克　裕
副 委 員 長 熊　谷　晶　子
委　　　　　　員 根　城　隆　幸　　加　来　聡　伸
 井　元　紀　子　　熊　谷　大　輔
 綿　谷　貴　志　　小　沢　久美子
 山野内　靖　子　　木　村　　　緑
〔短期大学部〕
委 員 長 杉　山　幸　子
副 委 員 長 三　浦　文　恵
委 員 田　中　敬　一　　差　波　直　樹
 吹　越　義　博　　小笠原　陽　子
 藤　邉　祐　子　　佐々木　真　湖
〈リメディアル教育推進担当〉
責 任 者 吹　越　義　博
副 責 任 者 柴　垣　博　孝
担 当 工　藤　祐太郎　　田　中　敬　一
 澤　井　睦　美　　差　波　直　樹
 三　浦　広　美
〈教職課程担当〉
責 任 者 小　林　喜　輝
副 責 任 者 根　城　隆　幸
担 当 鈴　木　俊　裕　　渡　邉　陵　由
 浜　中　のり子　　嶋　崎　綾　乃
 綿　谷　貴　志
〈教職・実習担当〉
責 任 者 附　田　勢津子
副 責 任 者 小笠原　陽　子
担 当 小　沢　久美子　　田名部　麻　野
 下川原　久　子　　切　明　美保子
 久　保　宣　子　　三　村　弥　生
〈国試担当〉
責 任 者 羽　入　雪　子
担 当 下川原　久　子　　木　村　　　緑
 坂　本　弘　子　　古　舘　美喜子
○教養教育運営委員会
委 員 長 井　元　紀　子
副 委 員 長 佐　藤　千恵子
委 員 奈　良　　　卓　　齊　藤　綾　美
 工　藤　祐太郎　　宮　澤　君　子
 神　郡　　　博　　山野内　靖　子
 中　嶋　栄　子
○ファカルティ・ディベロップメント（FD）委員会
委 員 長 澤　井　睦　美
副 委 員 長 金　地　美知彦
委 員 バリー・グロスマン  崔　　　桓　碩
 山　本　雄　大　　綿　谷　貴　志
 木　村　紀　美　　田　中　克　枝

 佐　貫　　　巧　　川　端　　　悠
 池　田　拓　馬　　三　岳　貴　彦
 佐　藤　真由美
◎学生支援センター
セ ン タ ー 長 奈　良　　　卓
副 セ ン タ ー 長 馬　場　祥　次
○学生委員会
〔大学〕
委 員 長 長谷川　美千留
副 委 員 長 渡　邉　陵　由
委 員 齊　藤　綾　美　　Ｇ．アンソニー
 髙　須　則　行　　高　嶋　　　渉
 熊　谷　大　輔　　山　本　雄　大
 壬　生　寿　子　　市　川　裕美子
〔短期大学部〕
委 員 長 馬　場　祥　次
副 委 員 長 田名部　麻　野
委 員 田　端　利　則　　天　摩　雅　和
 加　藤　勝　弘　　池　田　拓　馬
 安　田　美　央　　堤　　　静　子
 坂　本　弘　子　　日　當　ひとみ
〈学生相談・ハラスメント担当〉
責 任 者 浜　中　のり子
副 責 任 者 小　川　あゆみ
担 当 髙　須　則　行　　藤　代　典　子
 金　地　美知彦　　山　本　雄　大
 宮　澤　君　子　　壬　生　寿　子
 田名部　麻　野　　加　藤　勝　弘
 堤　　　静　子
○国際交流支援委員会
委 員 長 小　澤　昭　夫
副 委 員 長 三　浦　文　恵
委 員 Ｂ．グロスマン　　Ｇ．アンソニー
 崔　　　桓　碩　　西　村　美　八
 久　保　宣　子　　中　嶋　栄　子
 安　田　美　央　　坂　本　保　子
◎キャリア支援センター
セ ン タ ー 長 茂　木　典　子
副 セ ン タ ー 長 村　本　　　卓
○広報委員会
委 員 長 村　本　　　卓
副 委 員 長 天　摩　雅　和
委 員 玉　樹　真一郎　　加　来　聡　伸
 高　嶋　　　渉　　小　柳　達　也
 工　藤　祐太郎　　市　川　裕美子
 清　塚　智　明　　佐　貫　　　巧
 川　端　　　悠　　三　村　弥　生
 三　浦　文　恵　　坂　本　保　子
○入学試験運営委員会
委 員 長 坂　本　貴　博
副 委 員 長 馬　場　祥　次
委 員 鶴　見　浩一郎　　幸　田　威久矢
 小　澤　昭　夫　　田　端　利　則
 中　嶋　栄　子　　三　岳　貴　彦
 玉　懸　多惠子　　三　浦　広　美
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○就職支援委員会
委 員 長 丹　羽　浩　正
副 委 員 長 田　中　敬　一
委 員 柴　垣　博　孝　　藤　代　典　子
 関　川　幸　子　　浜　中　のり子
 小　柳　達　也　　壬　生　寿　子
 長　南　幸　恵　　切　明　美保子
 小　川　あゆみ　　三　村　弥　生
 佐　藤　千恵子　　堤　　　静　子
◎図書館
館　　　　　　長 田　中　　　哲
副 館 長 田　端　利　則
○図書委員会
委 員 長 田　中　　　哲
副 委 員 長 田　端　利　則
委 員 田　村　正　文　　関　川　幸　子
 辻　村　史　子　　佐　貫　　　巧
 大久保　　　等　　馬　場　祥　次
 玉　懸　多惠子　　佐々木　真　湖
○紀要編集委員会
委 員 長 大久保　　　等
副 委 員 長 高　橋　正　知
委 員 樺　　　克　裕　　鶴　見　浩一郎
 赤　羽　卓　朗　　澤　井　睦　美
 池　田　拓　馬　　中　村　　　修
 佐　藤　真由美
◎地域連携研究センター
セ ン タ ー 長 大　谷　真　樹
副 セ ン タ ー 長 村　本　　　卓　　松　山　政　義
○地域連携研究センター運営委員会
委 員 長 大　谷　真　樹
副 委 員 長 村　本　　　卓
委 員 大　沢　　　泉　　遠　藤　守　人
 蛭　田　由　美　　瀧　澤　　　透
 外　崎　充　子　　附　田　勢津子
 茂　木　典　子　　羽　入　雪　子
 千　田　建　一　　岩　浪　始　由
〈委託関係機関〉
○大学入試センター試験実施委員会
委 員 長 大　谷　真　樹
副 委 員 長 坂　本　貴　博
委 員 長谷川　美千留　　田　村　正　文
 小　澤　昭　夫　　金　地　美知彦
 高　嶋　　　渉　　嶋　崎　綾　乃
 三　浦　広　美　　田　中　敬　一
 馬　場　祥　次
 藤　原　真　史　　早　川　幸　久
○教員免許状更新講習支援室
室　　　　　　長 小　林　喜　輝
副 室 長 杉　山　幸　子
室　　　　　　員 根　城　隆　幸　　茂　木　典　子
○COC＋推進委員会
委 員 長 丹　羽　浩　正
副 委 員 長 玉　樹　真一郎
委 員 木　鎌　耕一郎

規　　　程

　平成29年 3月 1日から平成30年 2月28日までの間に、次
の規程が制定・一部改正されました。

〈制　　定〉
平成29年 ４月 １日施行

○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部における国民年
金保険料の学生納付特例申請に関する事務取扱規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部における研究活
動等の不正行為に係る調査委員会設置要領

平成29年 ４月１４日施行

○学校法人光星学院ハラスメント防止等に関する規程
平成30年 ４月 １日施行

○八戸学院大学化学物質等管理規程（平成29年 9月27日制
定）
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部グレード・ポイ
ント・アベレージ（GPA）規程（平成30年 2月28日制定）

〈一部改正〉
平成29年 ４月 １日施行

○八戸学院大学学則
○八戸学院大学短期大学部学則
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教育センター規
程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学生支援セン
ター規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部キャリア支援セ
ンター規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部運営会議規程
○八戸学院大学教授会規程
○八戸学院大学短期大学部教授会規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部入学者選抜委員
会規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教養教育運営委
員会規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部ファカルティ・
ディベロップメント委員会規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部研究推進委員会
規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部就職支援委員会
規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部広報委員会規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部入学試験運営委
員会規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部研究倫理委員会
規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部研究倫理委員会
運営細則
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部国際交流支援委
員会規程
○八戸学院大学教務委員会規程
○八戸学院大学学生委員会規程
○八戸学院大学自己点検評価委員会規程
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○八戸学院大学短期大学部教務委員会規程
○八戸学院大学短期大学部学生委員会規程
○八戸学院大学短期大学部自己点検評価委員会規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教員人事考課規
程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部客員教授・客員
研究員規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部特任教員規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部任期付教育職員
任用規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学内ワークスタ
ディ規程
○八戸学院大学教員採用・昇任規程
○八戸学院大学短期大学部教員採用・昇任規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学長選考規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学部（学科）長
選考規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部名誉教授称号授
与規程
○八戸学院大学名誉学長規程
○八戸学院大学短期大学部名誉学長規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部大学評価に関す
る規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部利益相反規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部研究者の行動規
範
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部における公的研
究費の管理・監査および研究活動における不正行為への
対応等にかかわる基本方針
○八戸学院大学動物実験規程
○八戸学院大学防火管理規程
○八戸学院大学短期大学部防火管理規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部公的研究費の管
理・監査に関する規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学外共同研究規
程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部受託研究取扱規
程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部科学研究費補助
金経理事務取扱規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部における予算執
行の不正防止に関する規程
○八戸学院大学専任教員研究経費助成金取扱規程
○八戸学院大学短期大学部専任教員研究経費助成金取扱規
程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部長期履修学生規
程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外国人留学生規
程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外国人留学生日
本語研修コース規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学費納付規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部における修業年
限を超えて在学する者の学費納入規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部再入学者および

復籍者に関する納入金等に関する規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部障害学生修学支
援規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部特別学生支援室
設置要項
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部車両通学規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部車両通学規程違
反の措置に関する内規
○八戸学院大学学位規程
○八戸学院大学履修規程
○八戸学院大学教職課程履修規程
○八戸学院大学試験規程
○八戸学院大学公認欠席取扱規程
○八戸学院大学学士入学規程
○八戸学院大学編入学規程
○八戸学院大学転入学規程
○八戸学院大学科目等履修生規程
○八戸学院大学研究生規程
○八戸学院大学転部・転科に関する規程
○八戸学院大学職業紹介業務運営規程
○八戸学院大学春学期卒業に関する内規
○八戸学院大学外国留学規程
○八戸学院大学課外活動規程
○八戸学院大学学生通則
○八戸学院大学短期大学部学位規程
○八戸学院大学短期大学部試験規程
○八戸学院大学短期大学部公認欠席取扱規程
○八戸学院大学短期大学部既修得単位等の認定に関する規
程
○八戸学院大学短期大学部前期卒業に関する内規
○八戸学院大学短期大学部科目等履修生規程
○八戸学院大学短期大学部転科に関する規程
○八戸学院大学短期大学部職業紹介業務運営規程
○八戸学院大学短期大学部就職選考規程
○八戸学院大学短期大学部学生通則
○八戸学院大学学生表彰規程
○八戸学院大学短期大学部学生表彰規程
○八戸学院大学短期大学部懲戒処分について（内規）
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教育ローン利子
補給奨学金規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部部活動奨励金規
程
○八戸学院大学学業特待生規程
○八戸学院大学創造育成特待生規程
○八戸学院大学修学奨励生規程
○八戸学院大学授業料等減免規程
○八戸学院大学私費外国人留学生授業料減免規程
○八戸学院大学日本学生支援機構奨学生推薦選考規程
○八戸学院大学短期大学部学業特待生規程
○八戸学院大学短期大学部創造育成特待生規程
○八戸学院大学短期大学部修学奨励生規程
○八戸学院大学短期大学部授業料等減免規程
○八戸学院大学短期大学部光星学院系列高等学校関係奨学
等に関する内規
○八戸学院大学短期大学部外国人就学（留学生）等減免に
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関わる規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学生相談室規程
○八戸学院図書館規程
○八戸学院図書館規程細則
○八戸学院図書館個人情報保護規程
○八戸学院地域連携研究センター規程
○八戸学院大学紀要投稿・編集規程
○八戸学院大学短期大学部研究紀要投稿・編集規程
○八戸学院大学短期大学部研究紀要執筆要領
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部産業文化研究投
稿・編集規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部産業文化研究執
筆要領
○八戸学院教育・研究・社会貢献後援会規約
○八戸学院大学短期大学部後援会特別助成に係る学内選考
規程
○八戸学院大学短期大学部後援会特別助成に係る研究計画
の公募要項

平成30年 ４月 １日施行

○八戸学院大学学則
○八戸学院大学短期大学部学則
○学校法人光星学院情報システム委員会規程
○八戸学院大学防火管理規程
○八戸学院大学短期大学部防火管理規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部における予算執
行の不正防止に関する規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部における修業年
限を超えて在学する者の学費納入規程
○八戸学院大学学位規程
○八戸学院大学履修規程
○八戸学院大学教職課程履修規程
○八戸学院大学試験規程
○八戸学院大学公認欠席取扱規程
○八戸学院大学短期大学部学位規程
○八戸学院図書館規程細則
○八戸学院大学紀要投稿・編集規程
○八戸学院大学短期大学部紀要投稿・編集規程

○研究報告
　◇蛭田　由美・久保　宣子・山野内靖子
　・看護基礎教育における国際看護学の教育プログラムの
開発に関する研究－わが国の大学看護学科における国
際看護学教育の実態－

（ ２ ）　『八戸学院大学紀要第55号』（２0１7年１２月２２日発行）
ビジネス学部
○論　　文
　◇鈴木　俊裕
　・道徳教育の変遷と今日的役割－「特別の教科　道徳」
について－

　◇斎藤　綾美
　・地域居住者と他出者を中心にした地域活動－「すまも
り中世の田んぼクラブ」の事例－

健康医療学部人間健康学科
○原著論文
　◇関川　幸子
　・学習効果による口腔セルフケアの習慣化を試みて
　－QOLの維持・向上のために２年間の追跡効果－
○研究資料
　◇木鎌耕一郎
　・ユダヤ教文書「ダブルー・エメト」作成の背景と発表
の経緯－マイケル・A・サイナーの働きに着目して

　◇綿谷　貴志
　・高校男子野球選手における方向転換能力とスプリント
能力との関係

健康医療学部看護学科
○研究報告
　◇久保　宣子
　・生涯学習に取り組んでいる高齢者の主観的健康観

２．『八戸学院大学短期大学部研究紀要』の内容一覧
（ １ ）　『八戸学院短期大学研究紀要第４４巻』

（２0１7年 3 月3１日発行）
幼児保育学科
○論　　文
　◇杉山　幸子
　・自閉症スペクトラム児・者における死の理解について
⑵ －「未来の死」への気づき－

○研究ノート
　◇田中　敬一
　・幼児保育学科における就職の実態調査
看護学科
○原著論文
　◇下川原久子
　・看護学実習における形成的評価の一考察－統合看護実
習の学生による中間評価から－

　・基礎看護実習Ⅱにおける学生の「患者理解」－初めて
の看護過程展開より学びの分析－

○総　　説
　◇羽入　雪子
　・性の多様性－医療を脱したLGBT－
○研究報告
　◇木村　　緑
　・精神科リハビリテーション看護の実際と課題

刊　行　物

■紀要編集委員会
１．『八戸学院大学紀要』の内容一覧

（ １ ）　『八戸学院大学紀要第5４号』（２0１7年 3 月3１日発行）
健康医療学部人間健康学科
○論　　文
　◇熊谷　晶子
　・種差海岸ウォーキングの血圧低下効果について
健康医療学部看護学科
○総　　説
　◇高橋　正知
　・血液疾患の分子標的治療
　◇壬生　寿子・日當ひとみ
　・人生の最終段階における医療に対する在宅看護の役割
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　◇木村　　緑・山野内靖子・小笠原陽子・羽入　雪子
　　・看護学生の学士力に関する学びの現状と課題

（ ２ ）　『八戸学院大学短期大学部研究紀要第４5巻』
（２0１7年１２月２２日発行）

ライフデザイン学科
○実践報告
　◇佐藤千恵子
　・「子ども食堂」への取り組み
○研究ノート
　◇大久保　等
　・宮沢賢治詩『序』の現代語解釈－大乗仏教の求道者と
しての生き方を重視した解釈－

看護学科
○研究報告
　◇小笠原陽子
　・文献による臨地実習で看護学生が感じる困難

■地域連携研究センター
１．『産業文化研究　第２6号（２0１7年 3 月3１日発行）』
　　内容一覧
○原著論文
　◇田村　正文・丹羽　浩正・田中　　哲
　・青森市・函館市における地域間連携と北海道新幹線の
役割－RESAS・Webアンケート調査から見る青函交
流圏の可能性－

　◇石橋　　修
　・高等教育機関におけるスポーツマネジメント教育の展
開と課題

　◇小澤　昭夫
　・ハンス坊やの帰る家は－Hänschen kleinと唱歌「蝶々」
をめぐって－

○総　説
　◇壬生　寿子・日當ひとみ
　・在宅看護の変遷からみる在宅看護教育の今後の課題
○研究ノート
　◇藤代　典子・大谷　真樹
　・持続可能性と創造性豊かなソーシャル・キャピタルと
企業の役割－「全米で最も住みたい街」において－

　◇小川あゆみ・天摩　雅和
　・新たな雇用機会の創造に向けて－介護人材発掘育成事
業からみえること－

　◇羽入　雪子
　・性的マイノリティ
○報告書
　◇嶋崎　綾乃・根城　隆幸
　・学校教育における階上町地域伝統芸能と表現運動のか
かわりに関する研究

諸　　　報

（ １ ）　平成２8年度学位記授与式
　　平成28年度学位記授与式が、平成29年 3月16日㈭14時
から、八戸プラザホテルアーバンホールにおいて挙行さ
れました。ビジネス学科44名、人間健康学科85名、幼児
保育学科92名、ライフデザイン学科25名、看護学科68名
に学位記が授与されました。

（ ２ ）　平成２9年度入学式
　　平成29年度入学式が、平成29年 4月 5日㈬14時から、
八戸市公会堂において挙行されました。ビジネス学科85
名、人間健康学科78名、看護学科67名、編入学 2名、短
期大学部幼児保育学科97名、ライフデザイン学科21名の
入学が許可されました。

（ 3 ）　外郭諸団体の会議（後援会・同窓会・父母の会）
〔大学〕
・後援会常任理事会
　平成29年 7月 7日㈮　八戸プラザホテル
・後援会理事会　　　　　
　平成29年 7月 7日㈮　八戸プラザホテル
・同窓会第 1回役員会
　平成29年 7月10日㈪　八戸プラザホテル
・同窓会評議員会
　平成29年 7月10日㈪　八戸プラザホテル
・父母の会第 1回役員会
　平成29年 7月22日㈯
　八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部総合実習館
・父母の会総会
　平成29年 7月22日㈯
　八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部総合実習館
・父母の会「父母と教職員の懇談会」
　平成29年10月28日㈯　八戸学院大学会館
・八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外郭三団体合同
懇談会
　平成30年 2月16日㈮　八戸プラザホテルアーバンホール
〔短期大学部〕
・後援会平成28年度会計監査
　平成29年 4月14日㈫
　八戸学院大学短期大学部幼児保育学科棟多目的室
・後援会第 1回常任理事会
　平成29年 6月 6日㈫　八戸プラザホテル
・後援会第 2回常任理事会
　平成30年 2月22日㈭　八戸プラザホテル
・同窓会平成28年度会計監査
　平成29年 4月14日㈫
　八戸学院大学短期大学部幼児保育学科棟多目的室
・同窓会総会
　平成29年 6月11日㈰
　八戸プラザホテルアーバンホール　あずさの間
・父母の会平成28年度会計監査
　平成29年 4月14日㈫
　八戸学院大学短期大学部幼児保育学科棟多目的室
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・父母の会第 1回役員会
　平成29年 7月16日㈯　八戸学院大学会館
・父母の会総会
　平成29年 7月16日㈯　八戸学院大学会館
・父母の会「父母と教職員の懇談会」
　平成29年10月30日㈰　八戸学院大学会館
・八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外郭三団体合同
懇談会
　平成30年 2月16日㈮　八戸プラザホテルアーバンホール

（ ４ ）　地域連携研究センター受託研究・受託事業
・受託名：あおもりツーリズム創発塾運営業務
　委託者：青森県（観光国際戦略局観光企画課まるごとあ

おもり情報発信グループ）
・受託名：八戸市介護人材発掘育成事業
　委託者：八戸市（健康部介護保険課）
・受託名：八戸市ｅコマース人材育成事業業務
　委託者：八戸市（商工労働部商工課商工振興グループ）
・受託名：学生定着体験プログラム実践業務
　委託者：青森県（企画政策部企画調整課）
・受託名：八戸市都市研究検討会事務局業務
　委託者：八戸市（総合政策部政策推進課政策推進グルー

プ）

（ 5 ）　地域連携研究センター課外講座開催状況
・講座名：第 4回八戸学院大学健康医療学部・八戸学院短

期大学看護学科公開講座
　開催日：2017年 3月 4日㈯
　会　場：八戸ポータルミュージアムはっち　 2Ｆシアター 2
　講　師：八戸学院大学健康医療学部・八戸学院短期大学

看護学科の教員
　主　催：八戸学院大学健康医療学部／八戸学院短期大学

看護学科
・講座名：五戸町の三大美肉と商品開発セミナー
　開催日：2017年 3月 7日㈫
　会　場：五戸町役場　 3 Ｆ委員会室
　講　師：島貫　朗生 氏（株式会社枻出版社 月刊「buono

［ブオーノ］」編集長）
　主　催：五戸町
　協　力：八戸学院大学・八戸学院短期大学地域連携研究

センター
・講座名：八戸学院大学女子サッカー部ジュニアサッカー

教室×現代芸術教室アートイズ
　開催日：2017年 3月12日㈰
　会　場：フットサルアリーナ八戸
　講　師：畑中　孝太
　　　　　（八戸学院大学女子サッカー部 監督）
　　　　　中村　雅俊 氏
　　　　　（八戸学院大学女子サッカー部 コーチ）
　　　　　佐貫　　巧
　　　　　（八戸学院短期大学幼児保育学科 講師）
　主　催：八戸学院大学・八戸学院短期大学地域連携研究

センター
・講座名：八戸学院大学女子サッカー部ジュニアサッカー

教室

　開催日：2017年 4月14日㈮～2018年 2月16日㈮
　　　　　［全22回］
　会　場：フットサルアリーナ八戸ほか
　講　師：中村　雅俊 氏（八戸学院大学女子サッカー部

コーチ）ほか
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
・講座名：第 1回健康医療学部看護学科宣誓式特別記念講

演
　　　　　『地域に貢献する看護職の魅力～必要とされる

存在になる～』
　開催日：2017年 5月13日㈯
　会　場：八戸学院大学　大学会館（ 5号館 2階520講義室）
　講　師：安酸　史子 氏
　　　　　（防衛医科大学校医学教育部看護学科長）
　主　催：八戸学院大学健康医療学部看護学科
・講座名：ケアワークパスポート研修
　開催日：2017年 6月15日㈭～17日㈯、22日㈭～23日㈮
　　　　　［全 5日］
　　　　　2017年11月27日㈪～30日㈭、12月 4日㈪
　　　　　［全 5日］
　会　場：八戸商工会議所 4階ほか
　講　師：小川あゆみ（八戸学院大学短期大学部幼児保育

学科　准教授）ほか
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
・講座名：第 4回みちのく英語応用サミット
　開催日：2017年 6月18日㈰
　会　場：八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部総合実

習館（ 8号館）
　講　師：バリー・グロスマン
　　　　　（八戸学院大学ビジネス学部ビジネス学科 教授）
　　　　　グレゴリー・アンソニー
　　　　　（八戸学院大学ビジネス学部ビジネス学科 准教授）
　主　催：八戸学院大学
　共　催：全国語学教育学会岩手県地方支部
・講座名：第13期起業家養成講座
　開催日：2017年 6月21日㈬～2018年 1月27日㈯
　　　　　［全15回］
　会　場：八戸ポータルミュージアムはっち
　　　　　 5 Ｆレジデンスルームほか
　講　師：大谷　真樹
　　　　　（八戸学院大学学長／ビジネス学部ビジネス学科 

教授／地域連携研究センター長）
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
・講座名：特別セミナー『ベンチャー支援と地方活性化』
　開催日：2017年 7月19日㈬
　会　場：八戸パークホテル 3階ロイヤルホール
　講　師：前田　亮斗 氏
　　　　　（トーマツベンチャーサポート株式会社 地域イ

ノベーション事業部長）
　主　催：八戸学院教育・研究・社会貢献後援会
　共　催：八戸学院地域連携研究センター
・講座名：ネットショップ講座
　開催日：2017年 8月 7日㈪［事前説明会］
　　　　　2017年 9月 2日㈯～11月18日㈯［講座 全 6回］
　会　場：八戸ニューポートほか
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　講　師：工藤　明善 氏
　　　　　（ヤフー株式会社SR推進統括本部）
　　　　　藤代　典子
　　　　　（八戸学院大学ビジネス学部ビジネス学科特任

准教授）
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　［八戸市ｅコマース人材育成事業（八戸市委託

事業）］
・講座名：第 2回保育の学校
　開催日：2017年 8月27日㈰
　会　場：八戸学院大学キャンパス内
　講　師：差波 直樹（八戸学院大学短期大学部幼児保育

学科 講師）ほか
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　共　催：社会福祉法人青森県社会福祉協議会 青森県保

育士・保育所支援センター
・講座名：あおもりツーリズム創発塾
　開催日：2017年 9月 9日㈯
　　　　　［フォーラム＆トークセッション］
　　　　　2017年 9月28日㈭～11月30日㈭
　　　　　［ハチガクセッション全 3回］
　会　場：八戸グランドホテルほか
　講　師：玉樹真一郎（八戸学院大学 学長補佐／ビジネ

ス学部ビジネス学科 特任教授）
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
・講座名：フジツボ夜話
　開催日：2017年 9月30日㈯
　会　場：八戸ポータルミュージアムはっち　 1Ｆはっちひろ

ば
　講　師：鶴見浩一郎（八戸学院大学ビジネス学部ビジネ

ス学科 特任教授）ほか
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　［あおもり元気企業チャレンジ助成事業］
・講座名：Fukushi Innovation From Aomori in 八戸学院

大学
　開催日：2017年10月 7日㈯
　会　場：八戸学院大学キャンパス内
　講　師：中村　秀一 氏（国際医療福祉大学大学院 教授・

副大学院長）ほか
　主　催：八戸学院大学リカレント事業2017実行委員会
　　　　　八戸学院地域連携研究センター
・講座名：JFAキッズ（U－ 6／ 8／10）サッカーフェス

ティバル2017 in 八戸学院大学短期大学部
　開催日：2017年10月14日㈯
　会　場：八戸学院大学短期大学部前グラウンド
　講　師：川端　　悠
　　　　　（八戸学院大学短期大学部幼児保育学科 講師）
　主　催：一般社団法人　青森県サッカー協会
　共　催：八戸学院大学短期大学部
・講座名：平成29年度　地域医療セミナー
　開催日：2017年11月 2日㈭
　会　場：八戸学院大学　 5号館 2階 520教室
　講　師：佐藤　　洋 氏（内閣府食品安全委員会委員長）
　主　催：八戸学院大学健康医療学部・八戸学院大学短期

大学部看護学科

・講座名：第 4回ビブリオバトル in 八戸［決勝戦］
　開催日：2017年11月 4日㈯
　会　場：デーリー東北新聞社　 6 Ｆメディアホール
　講　師：佐々　涼子 氏（ノンフィクション作家）
　主　催：デーリー東北新聞社／八戸学院大学
・講座名：人口減少社会！全ての解決策はフィリピンにある
　開催日：2017年12月14日㈭
　会　場：八戸プラザホテル　アーバンホール
　講　師：鈴木有理佳 氏
　　　　　（日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア経済研

究所開発研究センター企業・産業研究グルー
プ グループ長代理）

　主　催：八戸学院教育・研究・社会貢献後援会
　共　催：八戸学院地域連携研究センター
・講座名：ベンチャーサミット2018 in 八戸
　開催日：2018年 1月27日㈯
　会　場：八戸グランドホテル　 2 Ｆグランドホール
　講　師：税所　篤快 氏（e-Educationプロジェクト）ほか
　主　催：青森COC＋推進機構　起業実行プログラムWG

（主査校：八戸学院大学）
　共　催：八戸学院地域連携研究センター

（ 6 ）　地域連携研究センター事業等
・名　称： 3機関連絡協議会
　開催日：2017年10月 2日㈪
　会　場：八戸学院大学　 5号館 2階会議室
　出席者：八戸工業大学 3名、八戸工業高等専門学校 5名、

八戸学院大学 4名
・講座名：健康管理セミナー
　開催日：2017年 5月15日㈪～11月15日㈬［全 3回］
　会　場：三八五流通株式会社
　講　師：高橋　正知
　　　　　（八戸学院大学健康医療学部看護学科 教授）
　　　　　畑山　俊輝
　　　　　（八戸学院大学名誉教授）
　主　催：三八五流通株式会社［連携事業］
・講座名：女性のための健康ミニセミナー
　開催日：2017年 5月15日㈪～ 6月20日㈫［全 3回］
　会　場：八戸パークホテル
　講　師：羽入　雪子
　　　　　（八戸学院大学健康医療学部看護学科 教授）
　主　催：三八五流通株式会社［連携事業］
・名　称：新郷村チャレンジデー2017
　開催日：2017年 5月31日㈬
　会　場：新郷村
　出席者：八戸学院大学短期大学部幼児保育学科 2年生と

教職員（約100名）
・名　称：第19回はしかみ臥牛山まつり
　開催日：2017年 6月 3日㈯、 6月 4日㈰
　会　場：階上町　交流の森広場
　出席者：八戸学院大学健康医療学部人間健康学科　熊谷

ゼミ「健康ウォーキング」
　　　　　八戸学院大学短期大学部「あすなろ会（ボラン

ティアサークル）」
・名　称：第31回はしかみいちご煮祭り
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　開催日：2017年 7月29日㈯
　会　場：階上町　小舟渡海岸
　出席者：八戸学院大学「軽音楽部」、八戸学院大学短期

大学部「Dream Kids（バトントワリング）」
・名　称：第47回階上町防犯・交通安全少年球技大会
　開催日：2017年 8月 8日㈫
　会　場：赤保内小学校、階上中学校
　協力者：八戸学院大学硬式野球部、男子サッカー部、女

子バスケットボール部
・名　称：BeFMラジオ番組『はちがくクロス』
　放送日：2017年 4月 6日㈭～2018年 2月22日㈭
　　　　　毎週木曜日16：30頃から放送（15分番組）
　収録場所：八戸ポータルミュージアムはっち
　　　　　　 1 Ｆはっちスタジオ　ほか
　参加者：ビジネス学部学生 2名、健康医療学部学生 3名
・名　称：五戸町商品開発プロジェクト
　概　要：五戸町特産品（馬、牛、鳥）を活用した商品（メ

ニュー）開発
　担当者：堤　　静子（八戸学院大学短期大学部ライフデ

　　　　　　ザイン学科 准教授）
　　　　　井上　　丹（八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　　　　　　客員准教授）
　活動内容：⑴　10月 8日㈰　アンケート調査実施（倉石

牛祭り）　短大生 5名
　　　　　　⑵　10月17日㈫　試食会支援（記録／尾形）　

短大生 5名
　　　　　　⑶　10月28日㈯　アンケート調査（学祭）　

短大生 5名
　　　　　　⑷　 2月16日㈮　アンケート調査（五戸女性

農業研修会／尾形）
　　　　　　　　　　　　　　堤先生
　　　　　　⑸　 2月24日㈯　アンケート調査（新商品お

披露目会／アピル五戸）　
堤先生

　備　　考：五戸町連携事業

（ 7 ）　平成30年度入学試験
平成29年　 9月 9日㈯　大学：AO入学試験Ａ日程①
　　　　　 9月23日㈯　大学：AO入学試験Ａ日程②
　　　　　11月11日㈯　大学：推薦入学試験（第Ⅰ期・指

　　　　　　　　　定校推薦）、専門課程入学試
　　　　　　　　　験、AO入学試験Ｂ日程③

　　　　　　　　　　　短大：推薦入学試験
　　　　　11月25日㈯　大学：AO入学試験Ｂ日程④
　　　　　12月 9日㈯　大学：推薦入学試験（第Ⅱ期・公

　　　　　　　　　募推薦）
　　　　　　　　　　　短大：専門課程入試、社会人入試
平成30年　 1月13日㈯、14日㈰
　　　　　　　　　　　大学：大学入試センター試験成績

　　　　　　　　　利用入学試験Ａ日程、Ｂ日程
　　　　　　　　　　　短大：大学入試センター試験成績

　　　　　　　　　利用入学試験
　　　　　 2月 3日㈯　大学：一般入学試験（前期）
　　　　　　　　　　　短大：一般入学試験（Ⅰ期）
　　　　　 2月 9日㈮　大学：AO入学試験Ｃ日程⑤

（ 8 ）　入学試験運営委員会学外会議
・平成29年度大学入学者選抜・教務関係事項連絡協議会
　開催日：平成29年 6月19日㈪
　場　所：メルパルク東京
　出席者：教務学生課　　　主任　山下　祐史
　　　　　キャリア支援課　主事　安田久美子

（ 9 ）　各賞受賞者（平成２9年度卒業生）
〔大学〕
〈理事長特別賞〉
　・清　水　知　美（ビジネス学部ビジネス学科）
　・古　庄　亜　衣（健康医療学部人間健康学科）
〈学長賞〉
　・木　村　優　哉（ビジネス学部ビジネス学科）
　・野　牛　愛　美（健康医療学部人間健康学科）
〈優等賞〉
　・清　水　知　美（ビジネス学部ビジネス学科）
　・砂　藤　美　咲（ビジネス学部ビジネス学科）
　・中　山　美　憂（健康医療学部人間健康学科）
　・髙　田　　　遥（健康医療学部人間健康学科）
〈（一社）日本社会福祉士養成校協会表彰〉
　・村　井　希美子（健康医療学部人間健康学科）
〔短期大学部〕
〈理事長賞〉
　・中　務　歩　美（幼児保育学科）
　・佐々木　　　彩（ライフデザイン学科）
　・長　倉　朝　子（看護学科）
〈学長賞〉
　・福　田　未　歩（幼児保育学科）
　・甲　谷　　　彩（ライフデザイン学科）
　・長　根　芽　吹（看護学科）
〈全国保育士養成協議会会長賞〉
　・横　濱　菜々子（幼児保育学科）
〈レクリエーション・インストラクター優秀学生表彰〉
　・佐々木　　　彩（ライフデザイン学科）
〈日本私立看護系大学協会会長賞〉
　・佐々木　未　来（看護学科）

（１0）　教員免許状等取得者
〔大学〕
　中学校教諭一種免許（保健体育）　　 10名
　高等学校教諭一種免許（保健体育）　 12名
　養護教諭一種免許　　　　　　　　　11名
〔短期大学部〕
　幼稚園教諭二種免許　　　　　　　　91名
　保育士　　　　　　　　　　　　　　96名
　看護師　　　　　　　　　　　　　　64名

（１１）　集中講義の実施状況〈日程・科目名（担当教員）〉
《春学期》
8月17日㈭～ 8月22日㈫　行動の科学（石岡れい子）
　　　　　　　　　　　　児童心理学（坂本玲子）
8月23日㈬～ 8月28日㈪　薬理概論（寺田　淳）
8月23日㈬～ 8月31日㈭　水泳（下田尋通、関下りち子、
　　　　　　　　　　　　妻神安隆）
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8月23日㈬～ 9月 1日㈮　スケート（佐々木良幸）
8月29日㈫～ 8月31日㈭　地域農業ビジネス演習（加来聡伸）
　　　　　　　　　　　　スポーツ心理学（粟木一博）
8月29日㈫～ 9月 1日㈮　デジタルコミュニケーション手法
　　　　　　　　　　　　（佐藤昌宏）
　　　　　　　　　　　　健康相談活動の理論および方法
　　　　　　　　　　　　（小嶋まき）
《秋学期》
1月15日㈪～ 1月18日㈭　フットボールスポーツ
　　　　　　　　　　　　（岩本寿生、工藤祐太郎）
　　　　　　　　　　　　Webエクステンション（小沼良次）
1月16日㈫～ 1月18日㈭　農業ビジネス起業（加来聡伸）
　　　　　　　　　　　　道徳教育の研究（鈴木俊裕）
2月 1日㈭～ 2月 2日㈮　スポーツ科学概論（水野眞佐夫）
2月 4日㈰～ 2月 6日㈫　スキー（渡邉陵由、高嶋　渉、
　　　　　　　　　　　　工藤祐太郎、綿谷貴志）
2月 5日㈪～ 2月 7日㈬　イノベーションマネジメント
　　　　　　　　　　　　（大谷真樹）
2月 5日㈪～ 2月 8日㈭　ビジネスフィールドワーク
　　　　　　　　　　　　（田村正文、齊藤綾美）
2月 5日㈪～ 2月 9日㈮　ヘルスカウンセリング
　　　　　　　　　　　　（瀧澤志穂）
2月 6日㈫～ 2月 9日㈮　歴史学（佐々木てる）
　　

（１２）　教務委員会学外会議
・東北地区私立大学教職課程研究連絡協議会2017年度総
会・春季大会
　開催日：平成29年 5月13日㈯　仙台ガーデンパレス
　主　催：一般社団法人全国私立大学教職課程協会
　出席者：根城　隆幸 教授
・全国私立大学教職課程研究連絡協議会第37回定期総会・
2017年度研究大会
　開催日：平成29年 5月20日㈯～ 5月21日㈰　玉川大学
　主　催：一般社団法人全国私立大学教職課程協会
　出席者：根城　隆幸 教授
・平成29年度青森県教員等資質向上推進協議会第 1回教員
養成分科会
　開催日：平成29年 8月29日㈫
　主　催：青森県教育庁学校教育課　
　主席者：根城　隆幸 教授　　岡沼真由美 課長
・平成29年度青森県教員等資質向上推進協議会第 2回教員
養成分科会
　開催日：平成29年10月10日
　主　催：青森県教育庁学校教育課　
　主席者：根城　隆幸 教授　　岡沼真由美 課長
・東北地区私立大学教職課程研究連絡協議会2017年度秋季
研究大会
　開催日：平成29年10月28日㈯　郡山市
　主　催：一般社団法人全国私立大学教職課程協会
　出席者：根城　隆幸 教授
・平成29年度青森県教員等資質向上推進協議会第 3回教員
養成分科会
　開催日：平成29年12月15日㈮　青森県教育庁
　主　催：青森県教育庁学校教育課
　出席者：根城　隆幸 教授　　高橋　正行 課長補佐

（１3）　リメディアル教育推進
入学前リメディアル教育課題実施状況
・平成29年 9月 9日㈯　AO－A①
・平成29年 9月23日㈯　AO－A②
・平成29年11月11日㈯　推薦Ⅰ、指定校、専門課程、AO－B③
・平成29年11月25日㈯　AO－B④
・平成29年12月 9日㈯　推薦Ⅱ、公募推薦
・平成30年 1月13日㈯　センター利用A、B
　　　　～ 1月14日㈰
・平成30年 2月 3日㈯　一般前期

（１４）学生委員会学内行事
〔大学〕
・平成29年度定期健康診断
　開催日：平成29年 4月 3日㈪、 4日㈫、 6日㈭
　場　所：大学会館
　受診者：679名
・平成29年度第 1回交通安全講習会
　開催日：平成29年 4月 3日㈪、 6日㈭
　場　所：大学会館　520講義室
　講　師：八戸学院大学ビジネス学部 准教授　髙須　則行
　受講生：673名
・平成29年度新入生交流会
　開催日：平成29年 4月10日㈪
　場　所：大学会館520講義室
　参加者：新入生230名　教職員　54名
　　　　　リーダー学生　17名
・平成29年度学生大会
　開催日：平成29年 5月17日㈬
　場　所：320講義室
　出席者：180名（委任状64名）
・平成29年度学友会主催ボウリング大会（短期大学部合同）
　開催日：平成29年 6月 9日㈮
　場　所：ゆりの木ボウル
　出席者：61名
・平成29年度学生生活にかかわる講演会
　開催日：平成29年 7月24日㈪
　場　所：520講義室
　演　題：「犯罪被害に遭わないための安全講習会
　　　　　～性犯罪やストーカーなどから身を守るために～」
　講　師：青森県警察本部　生活安全部　生活安全企画課

人身安全対策室　子供・女性安全推進係長　
秋田谷秀三 氏

　参加者：150名
・平成29年度第 2回交通安全講習会
　開催日：平成29年 9月 8日㈮
　場　所：520講義室
　DVD視聴「もっと減らせる！交通事故
　　　　　　　　　　～プロに学ぶ安全運転～」
　出席者：568名
・はちがくフェス2017
　開催日：平成29年10月28日㈯～29日㈰
　場　所：八戸学院大学美保野キャンパス
　テーマ：「はちがくフェス with 夢は∞大」
　来場者：3,334名（ 2日間合計、パンフレット配布数・
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駐車場利用台数）
・平成29年度美保野キャンパスクリスマス企画
　開催日：平成29年12月 8日㈮
　場　所：総合実習館エントランスホール
　内　容：共同祈願イルミネーション点灯式、クリスマス

パーティー
・平成29年度日本学生支援機構奨学金「返還説明会」
　開催日：平成29年10月 5日㈭
　場　所：320講義室
　対象者：平成29年度貸与者（ 4年生：卒業予定者）
・平成29年度日本学生支援機構奨学金「継続説明会」
　開催日：平成 2年12月11日㈪、13日㈬、15日㈮
　場　所：330講義室
　対象者：平成29年度貸与者（ 4年生を除く）
・平成29年度クラブ・サークル活動報告会・懇親会
　開催日：平成29年12月15日㈮
　場　所：八戸パークホテル
　参加者：報告会　219名参加
　　　　　懇親会　170名参加
・平成30年度八戸学院大学学友会役員選挙
　投票日：平成30年 2月 2日㈮
　選挙結果：
　○執行委員長　　中村　　健（ビジネス学科 3年）
　○副執行委員長　田村　　柚（人間健康学科 3年）
　　　　　　　　　工藤　麻優（看護学科 3年）
　○書記長　　　　小清水海波（人間健康学科 3年）
　　　　　　　　　三谷　香澄（人間健康学科 2年）
〔短期大学部〕
・平成29年度定期健康診断
　開催日：平成29年 4月 6日㈭・12日㈬
　場　所：短大会議室・短大体育館
　受診者：324名
・平成29年度第 1回交通安全講習会
　開催日：平成29年 4月 3日㈪、 7日㈮
　場　所：短大　211講義室
　受講生：324名
・卒業送別会
　幼児保育学科
　　平成30年 1月17日㈬　参加者 189名
　ライフデザイン学科
　　平成30年 2月13日㈫　参加者　40名
　看護学科
　　平成30年 2月20日㈫　参加者 100名

（１5）就職支援委員会学外会議
・平成29年度第 1回東北地区私立大学就職問題協議会
　開催日：平成29年 6月29日㈭～30日㈮
　場　所：弘前パークホテル
　出席者：係長　村本　　景、主任　平川　貴也
・青森県中小企業家同友会就職懇談会
　開催日：平成29年 6月21日㈬
　場　所：青森国際ホテル
　出席者：係長　村本　　景、主任　平川　貴也
・八戸地区雇用対策協議会
　開催日：平成29年 6月23日㈮

　場　所：八戸プラザホテル
　出席者：係長　村本　　景
・平成29年度東北地区私立短期大学就職指導研究会
　開催日：平成29年 6月29日㈭～30日㈮
　場　所：秋田温泉さとみ
　出席者：課長　高橋　昌樹
・平成29年度北東北三県私立大学就職支援研究会
　開催日：平成29年 8月24日㈭～25日㈮
　場　所：ホテルエース盛岡
　出席者：係長　村本　　景
・平成29年度私立短大就職担当者研修会
　開催日：平成29年 8月29日㈫～ 8月31日㈭
　場　所：アルカディア市ヶ谷　　
　出席者：ライフデザイン学科准教授　堤　　静子
・平成29年度第 2回東北地区私立大学就職問題協議会「研
究会」
　開催日：平成29年10月27日㈮
　場　所：仙台ガーデンパレス
　出席者：課長　高橋　昌樹

（１6）就職支援委員会セミナー
・キャリア相談員養成研修
　開催日：平成29年 8月10日㈭
　場　所：八戸市総合福祉会館
　出席者：主事　佐々木眞子
・マイナビ人材採用支援セミナー
　開催日：平成29年 8月21日㈪
　場　所：アウガ
　出席者：主任　平川　貴也
・東北地区私立大学就職セミナー
　開催日：平成29年 9月 1日㈮
　場　所：仙台サンプラザホール
　出席者：係長　村本　　景
・キャリアサポートセミナー2017Autumn
　開催日：平成29年11月13日㈪
　場　所：盛岡駅前通ビル
　出席者：主事　佐々木眞子
・キャリア相談員養成研修
　開催日：平成29年12月26日㈫
　場　所：八戸市総合福祉会館
　出席者：係長　村本　　景
・平成30年新年名刺交換会（主催 株式会社近田会計事務所）
　開催日：平成30年 1月17日㈬
　場　所：八戸プラザホテル　アーバンホール
　出席者：主任　平川　貴也

（１7）就職支援委員会講座の開講
・論作文対策講座（看護学科 3年生対象）
　開催日：平成29年 5月20日㈯～ 6月 3日㈯（全 3回）
　講　師：日本公務員学院
・公務員試験対策講座（全学年対象）
　開催日：平成29年 6月 2日㈮～ 7月 7日㈮（全10回）
　講　師：日本公務員学院
・教員採用試験対策講座（全学年対象）
　開催日：平成29年 6月 7日㈬～ 7月19日㈬（全10回）
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　講　師：日本公務員学院
・社会福祉士国家試験対策講座（全学年対象）
　開催日：平成29年11月18日㈯～19日㈰（ 2日間）
　講　師：武山　梅乗 氏・白男川　尚 氏
・医療事務試験対策講座（全学年対象）
　開催日：平成29年11月25日㈯～平成30年 2月18日㈰
　　　　　（全12回）
　講　師：ライフデザイン学科非常勤講師　村口　高志 氏

（１8）キャリア支援事業
・平成29年 6月21日㈬　幼稚園・保育施設説明会

（幼児保育学科学科 2年生）
　場所：八戸プラザホテル　アーバンホール
・平成30年 2月 8日㈭　就職セミナー

（ライフデザイン学科 1年生）
　場所：八戸シーガルビューホテル
・平成30年 2月 9日㈮　就職合宿事前指導（大学 3年生）
・平成30年 2月20日㈫～21日㈬　就職合宿（大学 3年生）
　場所：八戸シーガルビューホテル
・平成30年 3月 8日㈬　就職説明会

（大学 3年生、短大 1年生対象）
　場所：八戸プラザホテル　アーバンホール
　参加企業：49社

（１9）企業学内説明会および選考会
・平成29年 4月11日㈫　防衛省　自衛隊青森地方協力本部
・平成29年 4月19日㈬　株式会社小山内バッテリー社
・平成29年 4月20日㈭　株式会社高速
・平成29年 4月26日㈬　岩手県警察
・平成29年 4月27日㈭　株式会社セキュリティ
・平成29年 5月11日㈭　株式会社近田会計事務所
・平成29年 5月12日㈮　株式会社横浜ファーマシー
・平成29年 5月25日㈬　株式会社エービッツ
・平成29年 5月26日㈮　青森県警察
・平成29年 6月 8日㈭　キューアンドエーワークス株式会社
・平成29年 6月13日㈫　株式会社菅文
・平成29年 6月15日㈭　マネックス証券株式会社
・平成29年 6月15日㈭　株式会社東北丸和ロジスティクス
・平成29年 7月 4日㈫　株式会社エイジェック
・平成29年 7月25日㈫　株式会社メディセオ
・平成29年 9月15日㈮　株式会社帆風
・平成29年 9月22日㈮　株式会社スズキ自販青森
・平成29年10月11日㈬　株式会社近田会計事務所
・平成29年10月25日㈬　株式会社帆風
・平成29年11月16日㈭　マネックス証券株式会社
・平成29年11月29日㈬　株式会社エイジェック
・平成29年12月19日㈫　NDSソリューション株式会社
・平成30年 1月18日㈭　太子食品工業株式会社

（２0）入試説明会の実施
○平成29年度八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部説明会
〈八戸会場〉
　実施日：平成29年 6月16日㈮
　場　所：八戸プラザホテル
　出席者：八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教職員

　参加者：27校（38名）
〈青森会場〉
　実施日：平成29年 6月22日㈭
　場　所：青森観光物産館アスパム
　出席者：八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教職員
　参加者： 2校（ 2名）
〈むつ会場〉
　実施日：平成29年 6月23日㈮
　場　所：むつ来さまい館
　出席者：八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教職員
　参加者： 3校（ 3名）
○その他説明会
〈校内説明会〉
・青森商業高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
　実施日：平成29年 5月11日㈭
　対象者： 2・ 3学年
　出席者：主任　畑中　孝太
・名久井農業高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：平成29年 6月 8日㈭
　対象者： 3学年
　出席者：主任　畑中　孝太
・十和田西高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：平成29年 6月 8日㈭
　対象者： 2・ 3学年
　出席者：主任　坂野　仁志
・六戸高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
　実施日：平成29年 6月 8日㈭
　対象者： 2学年
　出席者：看護学科　助手　清塚　智明
・三本木農業高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：平成29年 6月14日㈬
　対象者： 3学年
　出席者：主事　安田久美子
・千葉学園高等学校（さんぽう主催）
　実施日：平成29年 6月22日㈭
　対象者： 2・ 3学年
　出席者：主任　畑中　孝太
・野辺地西高等学校（さんぽう主催）
　実施日：平成29年 6月26日㈪
　対象者： 1学年
　出席者：主任　畑中　孝太
・八戸工業大学第一高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
　実施日：平成29年 6月28日㈬
　対象者： 3学年
　出席者：主任　坂野　仁志
・八戸商業高等学校（JSコーポレーション主催）
　実施日：平成29年 8月23日㈬
　対象者： 1学年
　出席者：看護学科　助教　佐藤真由美
　　　　　　　　　　主任　坂野　仁志
・八戸工業大学第一高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
　実施日：平成29年 9月 6日㈬
　対象者： 1学年
　出席者：看護学科　　　講師　坂本　保子
　　　　　幼児保育学科　講師　佐貫　　巧



21

・青森工業高等学校（さんぽう主催）
　実施日：平成29年 9月19日㈫
　対象者： 2学年
　出席者：人間健康学科　助教　工藤祐太郎
・大間高等学校（ウェルフェアジャパン主催）
　実施日：平成29年 9月21日㈭
　対象者： 1・ 2学年
　出席者：看護学科　　　講師　坂本　保子
　　　　　幼児保育学科　助教　三村　弥生
・盛岡大学付属高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：平成29年 9月26日㈫
　対象者： 2学年
　出席者：主任　坂野　仁志
・久慈東高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：平成29年10月 6日㈮
　対象者： 1学年
　出席者：主任　畑中　孝太
・十和田西高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：平成29年10月19日㈭
　対象者： 1・ 2学年
　出席者：看護学科　　　助教　市川裕美子
　　　　　幼児保育学科　助教　三村　弥生
・八戸学院野辺地西高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：平成29年10月23日㈪
　対象者： 1学年
　出席者：幼児保育学科　助教　三村　弥生
・八戸聖ウルスラ学院高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：平成29年10月30日㈪
　対象者： 2学年
　出席者：幼児保育学科　講師　川端　　悠
・東奥学園高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：平成29年11月 9日㈭
　対象者： 2学年
　出席者：主事　橘　　勇佑
・八戸学院光星高等学校（さんぽう主催）
　実施日：平成29年11月14日㈫
　対象者： 1学年
　出席者：看護学科　　　助教　市川裕美子
　　　　　幼児保育学科　助教　三村　弥生
　　　　　人間健康学科　助教　工藤祐太郎
・六戸高等学校（さんぽう主催）
　実施日：平成29年11月17日㈮
　対象者： 1学年
　出席者：主事　橘　　勇佑
・八戸聖ウルスラ学院高等学校（キッズ・コーポレーショ
ン主催）
　実施日：平成29年11月27日㈮
　対象者： 1学年
　出席者：看護学科　助手　藤邉　祐子
・八戸学院野辺地西高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：平成29年11月27日㈪
　対象者： 1学年
　出席者：幼児保育学科　助教　三村　弥生
・東奥学園高等学校（JSコーポレーション主催）
　実施日：平成29年11月30日㈭

　対象者： 1学年
　出席者：主任　坂野　仁志
・青森南高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：平成29年12月 7日㈭
　対象者： 1学年
　出席者：主任　坂野　仁志
・三沢商業高等学校（さんぽう主催）
　実施日：平成29年12月13日㈬
　対象者： 2学年
　出席者：看護学科　助手　清塚　智明
・盛岡誠桜高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：平成29年12月13日㈬
　対象者： 2学年
　出席者：主任　坂野　仁志
・十和田工業高等学校（さんぽう主催）
　実施日：平成29年12月14日㈭
　対象者： 2学年
　出席者：主事　橘　　勇佑
・八戸学院野辺地西高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
　実施日：平成29年12月20日㈬
　対象者： 2学年
　出席者：ビジネス学科　教授　奈良　　卓
・八戸商業高等学校（さんぽう主催）
　実施日：平成30年 1月17日㈭
　対象者： 2学年
　出席者：主任　畑中　孝太
　　　　　主任　坂野　仁志
・向陵高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：平成30年 1月26日㈮
　対象者： 1学年
　出席者：幼児保育学科　准教授　天摩　雅和
・八戸学院野辺地西高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
　実施日：平成30年 2月 5日㈪
　対象者： 1学年
　出席者：ビジネス学科　教授　奈良　　卓
・五戸高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：平成30年 2月 8日㈭
　対象者： 1学年
　出席者：幼児保育学科　准教授　天摩　雅和
・五戸高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：平成30年 3月15日㈭
　対象者： 2学年
　出席者：幼児保育学科　准教授　天摩　雅和
※その他、各地ホテルで行なわれた業者主催進学相談会に
は、39回出席。

（２１）　学校見学・体験授業・講演の実施
・実施日：平成29年 4月25日㈫
　対　象：八戸工業大学第二高等学校（ 2・ 3学年32名）
　内　容：学部学科紹介、体験授業、施設見学
・実施日：平成29年 6月 8日㈭
　対　象：七戸高等学校（ 1学年42名）
　内　容：学部学科紹介、施設見学、軽音楽部演奏
・実施日：平成29年 7月 6日㈭
　対　象：百石高等学校（ 2学年38名）



22

　内　容：学部学科紹介、体験授業、施設見学
・実施日：平成29年 7月20日㈭
　対　象：あおば高等学院（ 1～ 3学年22名）
　内　容：学部学科紹介、施設見学
・実施日：平成29年 7月20日㈭
　対　象：大湊高等学校（ 3学年10名）
　内　容：学長講話、体験授業、施設見学
・実施日：平成29年 9月13日㈬
　対　象：大湊高等学校（ 1学年179名）
　内　容：体験授業
・実施日：平成29年10月13日㈮
　対　象：田子高等学校（ 2学年 4名）
　内　容：学部学科紹介、体験授業、施設見学
・実施日：平成29年10月24日㈫
　対　象：風間浦中学校（ 1・ 3学年22名）
　内　容：学部学科紹介、体験授業
・実施日：平成29年12月11日㈪
　対　象：八戸学院野辺地西高等学校（ 1・ 2学年79名）
　内　容：学部学科紹介、施設見学

（２２）　オープンキャンパス
　場　所：八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部
　出席者：八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教職員・

学生
○第 １回　実施日：平成29年 ７月22日㈯
　内　容：学部学科紹介、体験授業、施設見学、保護者向

けプログラム、学食体験
・講　師　ビジネス学部ビジネス学科特任教授
　　　　　玉樹真一郎
　テーマ　ゲームはなぜおもしろいのか？～企画というお

仕事
・講　師　ビジネス学部ビジネス学科准教授　髙須　則行
　テーマ　裁判官の考え方をたどってみませんか？
・講　師　健康医療学部人間健康学科准教授　高嶋　　渉
　テーマ　スポーツ科学における【はかる】と【みる】
・講　師　健康医療学部人間健康学科
　　　　　准教授　浜中のり子　　助　教　宮澤　君子
　テーマ　養護教諭になりたいな？と考える方へ
・講　師　健康医療学部人間健康学科講師　小柳　達也
　テーマ　私たちの暮らしと福祉～社会福祉士という福祉

専門職の存在～
・講　師　健康医療学部人間健康学科准教授　金地美知彦
　テーマ　人の心の不思議にせまる
・講　師　健康医療学部人間健康学科
　　　　　教　授　田中　克枝　　講　師　山野内靖子
　　　　　助　手　佐々木真湖
　テーマ　楽しい子どもの看護
・講　師　幼児保育学科教授　田端　利則
　テーマ　音楽（ピアノ体験）
○第 2回　実施日：平成29年 9月23日㈯
　内　容：学部学科紹介、体験授業、入試対策講座（小論

文対策講座）、施設見学、保護者向けプログラム、
学食体験

・講　師　ビジネス学部ビジネス学科教授　田中　　哲
　テーマ　会計とは何か

・講　師　ビジネス学部ビジネス学科特任教授
　　　　　鶴見浩一郎
　テーマ　地域産業としての養殖フジツボビジネスモデル
・講　師　健康医療学部人間健康学科助教　工藤祐太郎
　テーマ　スポーツ指導者になるためには
・講　師　健康医療学部人間健康学科講師　山本　雄大
　テーマ　性格検査をやってみよう
・講　師　健康医療学部人間健康学科
　　　　　准教授　浜中のり子　　助　教　宮澤　君子
　テーマ　養護教諭になるためには
・講　師　健康医療学部人間健康学科講師　小柳　達也
　テーマ　社会福祉士になるためには
・講　師　健康医療学部看護学科助教　切明美保子
　テーマ　高齢者の気もちになってみよう
・講　師　幼児保育学科　講師　佐貫　　巧
　テーマ　美術
○第 3回　実施日：平成30年 3月１0日㈯
　内　容：学長講話、学部学科紹介、体験授業、施設見学、

保護者向けプログラム、学食体験
・講　師　学長　大谷　真樹
　テーマ　未来と人生を変える10のヒント
・講　師　ビジネス学部ビジネス学科講師　松井　克明
　テーマ　かしこく使う！？「ふるさと納税制度」
・講　師　健康医療学部人間健康学科
　　　　　准教授　浜中のり子　　助　教　宮澤　君子
　テーマ　♪保健室の先生になるには♪
・講　師　健康医療学部人間健康学科講師　小柳　達也
　テーマ　私たちの暮らしと福祉～社会福祉士という福祉

専門職の存在～
・講　師　健康医療学部人間健康学科
　　　　　准教授　高嶋　　渉　　助　教　工藤祐太郎
　テーマ　スポーツと科学の関わり
・講　師　健康医療学部看護学科
　　　　　講　師　坂本　保子　　助　教　市川裕美子
　　　　　助　手　清塚　智明
　テーマ　あなたの手洗い大丈夫？
・講　師　幼児保育学科講師　川端　　悠
　テーマ　アスリートを育成するための幼児期の動きづくり

（２3）　出張講義
・対　象：八戸工業大学第二高等学校　 3学年
　実施日：平成29年 7月 3日㈪
　場　所：八戸工業大学第二高等学校
　講　師：ビジネス学科教授　樺　　克裕
・対　象：八戸商業高等学校　財務会計Ⅱ選択者
　実施日：平成29年 8月 7日㈪～ 8日㈫
　場　所：八戸商業高等学校
　講　師：ビジネス学科教授　田中　　哲
　　　　　ビジネス学科講師　幸田威久矢
・対　象：青森北高等学校　 1学年
　実施日：平成29年 9月 5日㈫
　場　所：青森北高等学校
　講　師：人間健康学科助教　綿谷　貴志
・対　象：西目高等学校　 1学年
　実施日：平成29年 9月 6日㈬
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　場　所：西目高等学校
　講　師：看護学科学科長　羽入　雪子
・対　象：百石高等学校　 2学年
　実施日：平成29年 9月19日㈫
　場　所：百石高等学校
　講　師：ライフデザイン学科学科長　茂木　典子
・対　象：東北フリーブレイズ選手
　実施日：平成29年 9月21日㈭
　場　所：新井田インドアリンク
　講　師：ビジネス学科准教授　Ｇ．アンソニー
・対　象：六ヶ所高等学校　 2学年
　実施日：平成29年10月10日㈫
　場　所：六ヶ所高等学校
　講　師：主任　坂野　仁志
　　　　　学生　11名
・対　象：一関工業高等専門学校　 1学年
　実施日：平成29年10月11日㈫
　場　所：一関工業高等専門学校
　講　師：看護学科学科長　羽入　雪子
・対　象：七戸高等学校　 1学年
　実施日：平成29年10月13日㈮
　場　所：七戸高等学校
　講　師：看護学科学科長　羽入　雪子
・対　象：八戸学院野辺地西高等学校　全学年
　実施日：平成29年10月13日㈫
　場　所：八戸学院野辺地西高等学校
　講　師：ビジネス学科准教授　髙須　則行
・対　象：東北フリーブレイズ選手
　実施日：平成29年10月25日㈬
　場　所：新井田インドアリンク
　講　師：幼児保育学科講師　川端　　悠
・対　象：八戸商業高等学校　全学年
　実施日：平成29年11月 9日㈮
　場　所：八戸商業高等学校
　講　師：ライフデザイン学科教授　三浦　文恵
・対　象：由利工業高等学校　 1学年
　実施日：平成29年11月13日㈪
　場　所：由利工業高等学校
　講　師：看護学科学科長　羽入　雪子
・対　象：東北フリーブレイズ選手
　実施日：平成29年11月15日㈬
　場　所：新井田インドアリンク
　講　師：人間健康学科准教授　高嶋　　渉
・対　象：三沢高等学校　 2学年
　実施日：平成30年 1月23日㈫
　場　所：三沢高等学校
　講　師：ビジネス学科准教授　グレゴリー・アンソニー
・対　象：大館鳳鳴高等学校　 1 ・ 2学年
　実施日：平成30年 2月 6日㈫
　場　所：大館鳳鳴高等学校
　講　師：ビジネス学科教授　田中　　哲
・対　象：八戸西高等学校　スポーツ科学科全学年
　実施日：平成30年 2月 9日㈮
　場　所：八戸西高等学校
　講　師：人間健康学科助教　綿谷　貴志

・対　象：八戸学院光星高等学校　教職員
　実施日：平成30年 3月 6日㈫
　場　所：八戸学院光星高等学校
　講　師：ビジネス学科准教授

（２４）　教養教育運営委員会学外会議
・第67回東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会
　開催日：平成29年 8月24日㈭・ 8月25日㈮
　会　場：東北大学川内北キャンパス（宮城県仙台市）
　主　催：東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会
　出席者：井元　紀子（健康医療学部人間健康学科 教授）

（２5）　自己点検評価委員会報告書の発行状況
〔大学〕
・平成29年 6月26日㈪
　平成29年度大学機関別認証評価　八戸学院大学自己点
検評価書　発行
◦自己点検評価の報告書作成説明会
・平成30年 2月21日㈬
　平成29年度八戸学院大学自己点検評価書作成説明会実施
・平成30年 2月23日㈮
　平成29年度八戸学院大学自己点検評価書作成基準担当
者説明会実施
〔短期大学部〕
・平成29年 7月31日㈪
　平成28年度八戸学院短期大学自己点検・評価報告書　発行
◦自己点検評価の報告書作成説明会
・平成29年12月21日㈭
　平成29年度自己点検・評価報告書作成説明会実施（教授会）

（２6）　機関別認証評価受審状況
〔大学〕
　・平成29年 6月30日㈮　報告書提出
　・平成29年 9月 8日㈮　書面質問回答
　・平成29年10月 3日㈫～ 4日㈬　実地調査

（２7）　学生相談・ハラスメント担当関連学内行事
・平成29年度　学生相談研修会
　日　時：平成29年 7月21日㈮　16：20～18：00
　場　所：831教室
　テーマ：「学生相談の理解と対応」
　講　師：高橋　恵子 氏（弘前大学講師　教育研究院人

文社会・教育学系　保健管理センター）
　出席者：大学・短大教員　69名

（２8）　学生相談・ハラスメント担当関連学外会議
・第55回全国学生相談研修会（日本学生相談学会主催）
　開催日：平成29年12月17日㈰～19日㈫
　場　所：東京国際フォーラム
　出席者：健康医療学部人間健康学科　講師　山本　雄大
・平成29年度全国障害学生支援セミナー
　開催日：平成29年11月23日㈭
　場　所：仙台国際センター
　出席者：短期大学部幼児保育学科　准教授　加藤　勝弘
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（２9）　国際交流支援委員会
・海外研修説明会
　日　時：平成29年 4月27日㈭　16：10～
　場　所：図書館チャペル
　参加者：36名
・八戸国際交流協会総会
　日　時：平成29年 5月25日㈭　16：30～
　出席者：三浦文恵副委員長（ライフデザイン学科）
・TOEIC ip試験
　日　時：春学期　平成29年 7月28日㈮　16：10～18：40
　　　　　　　　　受験者　20名
　　　　　秋学期　平成30年 1月26日㈮　16：10～18：40
　　　　　　　　　受験者　20名
　場　所： 8号館811教室
・八戸国際交流フェスタへの参加
　日　時：平成29年 9月10日㈰　12：00～16：00
　会　場：はっち　シアター 2
　内　容：パネル展示
・EF海外語学研修の実施
　期　間：平成29年10月15日㈮～11月21日㈰
　研修地：マドリード（スペイン）
　参加者：木村　優哉（ビジネス学科 4年）
・青森県留学生交流ジャンボリーへの参加
　日　時：平成29年10月21日㈯,22日㈰
　場　所：種差少年自然の家（八戸市）
　参加者： 3名（ライフデザイン学科）
　内　容：青森県内留学生と日本人学生との交流
・三沢基地内プログラム（AAFES Shop Tour）
　日　時：平成29年11月 9日㈭　13：00～15：30
　参加者：学生14名（大学10、短大 4 ）
　引率教員：バリー・グロスマン（ビジネス学科）
・対日理解促進交流プログラムへの参加
　日　時：平成29年11月30日㈭
　場　所：八戸学院大学
　参加者：グロスマンゼミ生 4名（ビジネス学科）
　　　　　三浦ゼミ生25名（ライフデザイン学科）
　内　容：バングラディッシュ・モルディブの大学生22名

とグループワークを実施
・平成29年度タイ海外研修
　期　間：平成30年 2月17日㈯～ 2月27日㈫
　場　所：チェンマイ
　参加者： 7名（ビジネス学科 1名、人間健康学科 2名、

看護学科 3名、ライフデザイン学科 1名）
　引率教員：バリー・グロスマン（ビジネス学科）

（30）　研究倫理委員会審査概要
○第 １回委員会（平成29年 ６月22日㈭開催）

　…申請12件（承認10件、条件付承認 2件）
・「学童期の児童虐待における母親の支援について－ス
クールソーシャルワーカーへのインタビュー調査を通し
て－（指導教員：熊谷大輔講師）」（研究責任者；健康医
療学部人間健康学科　上野　楓　学生）
・「大学生を対象とした世代間交流に関する意識調査－地
域コミュニティの再生を目指して－（指導教員：熊谷大
輔講師）」（研究責任者；健康医療学部人間健康学科　村

井希美子　学生）
・「既視感に対する典型的行動系列の影響」（研究責任者；
健康医療学部人間健康学科　金地美知彦　准教授）
・「『外国人介護職員』に関する意識調査－高齢者介護施設
に勤務する介護従事者を対象としたアンケート調査を通
して－」（研究責任者；健康医療学部人間健康学科　熊
谷　大輔講師）
・「『外国人介護職員』に関する福祉従事者の課題と役割－
高齢者介護施設に勤務する介護従事者を対象としたイン
タビュー調査を通して－」（研究責任者；健康医療学部
人間健康学科　熊谷大輔　講師）
・「階上町における伝統芸能と学校教育とのかかわりに関
する研究」（研究責任者；健康医療学部人間健康学科　
嶋崎綾乃　助教）
・「中高齢者における歩行能力と体格・体組成および体力・
運動能力との関連性について」（研究責任者；健康医療
学部人間健康学科　嶋崎綾乃　助教）
・「子どもの体調不良時や服薬等の対応の実態調査－保育
園（所）、認定子ども園、幼稚園の対応と保護者のニーズ」
　（研究責任者；健康医療学部看護学科　田中克枝　教授）
・「看護学生の社会人基礎力の学年別自己評価」（研究責任
者；健康医療学部看護学科　市川裕美子　助教）
・「自閉スペクトラム症児の感覚特性と行動との関連に関
する基礎的研究」（研究責任者；健康医療学部看護学科　
長南幸恵　助教）
・「男子看護学生の母性看護実習に対する思い」（研究責任
者；健康医療学部看護学科　藤邉祐子　助教）

・「『輸液療法を受ける小児』の体験を取り入れた演習に関
わる小児看護教育プログラムの検討」（研究責任者；看
護学科　佐々木真湖　助教）
○第 2回委員会（平成29年１１月１3日㈪開催）

　…申請 5件（承認 5件）
・「成人看護実習の学生評価に関連する要因（仮）」（研究
責任者；健康医療学部看護学科　市川裕美子　助教）
・「成人看護実習における看護対象の実態調査」（研究責任
者；看護学科　坂本弘子　助教）
・「保育者と子どもとのかかわり～保育者自身の社会情動
的スキルの役割」（研究責任者；幼児保育学科　差波直
樹　講師）
・「保育者の専門性を保障する養成校の可能性～若手保育
者を支える仕組み作り～」（研究責任者；幼児保育学科　
差波直樹　講師）
・「The effect of barefoot walking on somatosensory 
organ 裸足歩行が体性感覚器に与える影響」（研究責任
者；幼児保育学科　川端　悠　講師）

（3１）　ファカルティ・ディベロップメント（FD）委員会学外
　　　会議
・FDネットワーク“つばさ”第19回FD協議会
　平成29年 5月27日㈯　山形大学小白川キャンパス
　八戸学院大学短期大学部幼児保育学科　教授　澤井　睦美
・第17回山形大学FD合宿セミナー
　【第 2チーム】
　平成29年 9月 5日㈫～ 6日㈬　共同の杜JA研修所
　健康医療学部看護学科　教授　田中　克枝
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・第19回基盤教育ワークショップ
　平成29年 9月 8日㈬
　健康医療学部人間健康学科　准教授　金地美知彦
・FDネットワーク“つばさ”第20回FD協議会
　平成30年 2月17日㈯　山形大学小白川キャンパス
　八戸学院大学短期大学部幼児保育学科
　講師　池田　拓馬

（3２）　FDワークショップ
・平成29年度FD研修会
　テーマ：「IT機器を用いたアクティブラーニングの実践」
　会　場：八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部総合実

習館　832教室
　開催日：平成30年 2月 6日㈫
　出席者：大学・短大教員　58名

（33）　授業支援システム「はちキャンWEB」研修会
・第 1回（新任教員向け）
　会　場：八戸学院大学 7号館731教室
　開催日：平成29年 4月 7日㈮
　出席者：大学・短大教員　 4名
・第 2回（授業評価アンケート　Webアンケートの実施

方法解説）
　会　場：八戸学院大学 7号館731教室
　開催日：平成29年12月11日㈪
　出席者：第 1グループ　14：30～15：30
　　　　　大学・短大教員　23名
　　　　　第 2グループ　16：20～17：20
　　　　　大学・短大教員　19名

（3４）　授業評価アンケートの実施
《春学期》
　期　間　平成29年 7月 3日㈪～ 8月 1日㈫
　科目数　大学34科目実施，短大33科目
《秋学期》
　期　間　平成29年12月 4日㈪～平成30年 2月 2日㈮
　科目数　大学36科目実施，短大23科目

（35）　公開授業
《春学期》
　期　間　平成29年 6月19日㈪～ 7月 7日㈮
　　　　　※ 6月26日㈪～30日㈮は外部へも公開
《秋学期》
　期　間　平成29年11月13日㈪～12月 1日㈮
　　　　　※11月20日㈪～24日㈮は外部へも公開

（36）　研究推進委員会学外会議
・あおもりダイバーシティ研究環境推進ネットワーク
　開催日：平成29年 8月 9日　15：30～
　場　所：弘前大学創立50周年記念会館　 2 Ｆ岩木ホール
　出席者：ビジネス学部ビジネス学科　教授　田中　　哲

（37）　平成２9年度科学研究費申請サポート講習会
〔大学・短期大学部〕
　日　時：平成29年 9月12日㈫　16：20～

　場　所：831講義室
　　16：20～16：25　開会のあいさつ（研究推進委員長）
　　16：25～17：25　科研費改革に係る講演会視聴
　　17：25～17：30　閉会のあいさつ（研究推進委員長）

（38）　平成２9年度研究倫理・コンプライアンス教育研修会
・第 1回　日時：平成30年 1月26日㈮　16：20～
　　　　　場所：831講義室
・第 2回　日時：平成30年 2月28日㈬　10：00～
　　　　　場所：831講義室
　　研究推進委員会では、文部科学省が公表した「研究活
動における不正行為への対応等に関するガイドライン」
に則った研究倫理等に関する研修会を、平成30年 1月26
日㈮に「研究の社会的意義と研究不正」と題して、831
講義室（総合実習館 3階）で開催した。委員会の方針と
して、全教員に対し「科学の健全な発展のために－誠実
な科学者の心得（日本学術振興会：通称Green Book）」
の通読・履修を義務付けている。なお、当日欠席した教
員を対象に同年 2月28日㈬に 2回目を開催した。

（39）　図書委員会学外会議
・平成29年度青森県高等教育機関図書館協議会役員会
　開催日：平成29年 7月13日㈭
　会　場：八戸工業高等専門学校図書館
　出席者：情報メディア課課長　沼岡　裕一
　　　　　　　　同　　　参事　織戸　　浩
・第23回青森県高等教育機関図書館協議会総会
　開催日：平成29年 7月13日㈭
　会　場：八戸工業高等専門学校図書館
　出席者：情報メディア課課長　沼岡　裕一
　　　　　　　　同　　　参事　織戸　　浩
　　　　　　　　同　　　主事　奥谷　　綾

（４0）　大学入試センター試験実施委員会学外会議
・大学入試センター試験地区別連絡会議
　日　時： 6月16日㈮14：00～15：00
　場　所：弘前大学総合教育棟 1階　共用会議室
　出席者：センター試験担当課長　藤原　真史
　　　　　センター試験担当係長　早川　幸久
・平成30年度大学入学者選抜大学入試センター試験入試担
当者連絡協議会（第 1回）
　日　時： 8月22日㈫10：00～16：20
　場　所：秋田ビューホテル
　出席者：センター試験実施委員　坂本　貴博
　　　　　センター試験実施委員　田中　敬一
　　　　　センター試験担当課長　藤原　真史
　　　　　センター試験担当係長　早川　幸久
・平成30年度大学入学者選抜大学入試センター試験入試担
当者連絡協議会（第 2回）
　日　時：12月 6日㈬13：00～16：20
　場　所：共済ホール
　出席者：センター試験実施委員　田村正文
　　　　　センター試験担当課長　藤原真史
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（４１）　平成30年度大学入試センター試験の実施
　　平成30年度大学入学者選抜大学入試センター試験は、
平成30年 1月13日㈯・14日㈰ 2日間で実施された。本学
試験場では、八戸北高校、八戸東高校、八戸学院光星高
校の受験生が受験した。

（４２）　主なスポーツ戦績
◆硬式野球部
・平成29年度北東北大学野球春季リーグ戦

　（ 4月21日～ 5月29日）　 2位
　　　　【本　　学】　 3 － 5　【富士大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 4　【富士大学】
　　　　【本　　学】　 4 － 1　【青森大学】
　　　　【本　　学】　 5 － 4　【青森大学】
　　　　【本　　学】　 8 － 0　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　 5 － 2　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　 6 － 3　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　 6 － 3　【岩手大学】
・平成29年度北東北大学野球連盟　新人戦

（ 6月17日～18日）　優勝
　　　　【本　　学】　 7 － 0　【盛岡大学】
　　　　【本　　学】　 4 － 3　【富士大学】
　　　　【本　　学】　10－ 3　【青森大学】
・第12回東北地区大学野球選手権（ 6月28日～ 7月 2日）
　　　　【本　　学】　 2 － 0　【山形大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 1　【福島大学】
　　　　【本　　学】　 3 － 5　【東北福祉大学】
・平成29年度北東北大学野球秋季リーグ戦

（ 8月19日～ 9月17日）　 2位
　　　　【本　　学】　 6 － 0　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　 5 － 1　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　12－ 0　【ノースアジア大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 1　【ノースアジア大学】
　　　　【本　　学】　 5 － 4　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　 7 － 0　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　 5 － 9　【青森大学】
　　　　【本　　学】　 4 － 2　【青森大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 9　【富士大学】
　　　　【本　　学】　 0 － 2　【富士大学】
・第20回大館トーナメント大会（10月13日）
　　　　【本　　学】　 3 － 5　【青森大学】

◆男子サッカー部
・第46回青森県大学・高専サッカーリーグ

（ 4月23日～ 5月 6日）　 2位
　　　　【本　　学】　 0 － 2　【青森大学】
　　　　【本　　学】　 3 － 1　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　 6 － 2　【北里大学獣医学部】
　　　　【本　　学】　 4 － 1　【八戸工業高等専門学校】
　　　　【本　　学】　 5 － 0　【弘前大学医学部】
　　　　【本　　学】　 2 － 0　【弘前大学全学部】
　　　　【本　　学】　 1 － 0　【青森中央学院大学】
・第41回東北社会人サッカーリーグ 2部北

（ 5月 7日～10月30日）　 7位
　 【八学大FC2014】　 2 － 2　【水沢SC】

　 【八学大FC2014】　 6 － 0　【遠野クラブ】
　 【八学大FC2014】　 2 － 3　【秋田FCカンビアーレ】
　 【八学大FC2014】　 1 － 0　【大宮SC】
　 【八学大FC2014】　 2 － 2　【TDK親和会】
　 【八学大FC2014】　 3 － 4　【猿田興業】
　 【八学大FC2014】　 1 － 2　【おいらせFC】
　 【八学大FC2014】　 3 － 2　【北都銀行】
　 【八学大FC2014】　 2 － 1　【水沢SC】
　 【八学大FC2014】　 3 － 2　【遠野クラブ】
　 【八学大FC2014】　 1 － 3　【秋田FCカンビアーレ】
　 【八学大FC2014】　 1 － 2　【大宮SC】
　 【八学大FC2014】　 2 － 2　【TDK親和会】
　 【八学大FC2014】　 3 － 4　【猿田興業】
　 【八学大FC2014】　 0 － 9　【秋田大学医学部サッカー部】
　 【八学大FC2014】　 4 － 3　【おいらせFC】
　 【八学大FC2014】　 0 － 3　【秋田大学医学部サッカー部】
　 【八学大FC2015】　 3 － 4　【北都銀行】
・2017年度東北地区大学サッカーリーグ　 1部リーグ

（ 6月 3日～10月28日）　 4位
　　　　【本　　学】　 5 － 0　【福島大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 2　【東北学院大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 1　【東北大学】
　　　　【本　　学】　 7 － 0　【ノースアジア大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 7　【仙台大学】
　　　　【本　　学】　 3 － 2　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　 0 － 2　【富士大学】
　　　　【本　　学】　 5 － 1　【福島大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 4　【東北学院大学】
　　　　【本　　学】　 0 － 0　【東北大学】
　　　　【本　　学】　 4 － 0　【ノースアジア大学】
　　　　【本　　学】　 0 － 4　【仙台大学】
　　　　【本　　学】　 3 － 1　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 4　【富士大学】
・2017年度インディペンデンスリーグ東北

（ 6月 4日～10月28日）　 6位
 【八戸学院大学FC】　 3 － 1　【FC SENDAI】
 【八戸学院大学FC】　 0 － 5　【富士大学U－22】
 【八戸学院大学FC】　 1 － 4　【仙台大学FC】
 【八戸学院大学FC】　 0 － 1　【東北学院大学FC】
 【八戸学院大学FC】　 0 － 2　【仙台大学A 2】
 【八戸学院大学FC】　 2 － 4　【仙台大学B 2 】
 【八戸学院大学FC】　 7 － 1　【東北学院大学SC】
 【八戸学院大学FC】　 2 － 6　【仙台大学B 2 】
 【八戸学院大学FC】　 1 － 4　【仙台大学FC】
 【八戸学院大学FC】　 5 － 1　【TG NEXT FC】
 【八戸学院大学FC】　 0 － 5　【仙台大学A 2】
 【八戸学院大学FC】　 3 － 1　【東北学院大学FC】
 【八戸学院大学FC】　 1 － 2　【TohokuFC】
 【八戸学院大学FC】　 2 － 0　【FC SENDAI】
 【八戸学院大学FC】　 4 － 4　【東北学院大学SC】
 【八戸学院大学FC】　 1 － 4　【富士大学U－22】
・2017年度第18回東北地区大学サッカー選手権大会
　兼平成29年度第41回総理大臣杯全日本大学サッカー
トーナメント東北予選（ 5月13日～ 5月28日）　 3位
　　　　【本　　学】　19－ 0　【秋田県立大学】
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　　　　【本　　学】　 1 － 1　【東北学院大学】
　　　　　　　　（PK 4－ 3）
　　　　【本　　学】　 0 － 3　【仙台大学】
・第70回青森県サッカー選手権大会（ 3月12日～ 4月 9日）
　 【八学大FC2014】　 1 － 2　【五戸SC】
　　　　【本　　学】　 3 － 1　【海上自衛隊八戸サッカークラブ】
　　　　【本　　学】　 2 － 2　【ラインメール青森】
　　　　　　　　（PK 2－ 3）
・全国社会人サッカー選手権大会　青森予選

（ 4月30日～ 6月25日）
　 【八学大FC2014】　 1 － 2　【海上自衛隊八戸サッカークラブ】
・第68回東北地区大学総合体育大会（ 6月22日～23日）
　　　　【本　　学】　 7 － 0　【東北公益文科大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 2　【東北大学】

◆女子サッカー部
・平成28年度青森県女子サッカー選手権春季大会

（ 4月 7日～ 5月13日）　優勝
　　　　【本　　学】　 8 － 0　【三本木高校】
　　　　【本　　学】　10－ 0　【三沢高校】
　　　　【本　　学】　 1 － 0　【シュラインL-FC】
・北海道・東北大学女子サッカー大会（ 6月10日～11日）
　 3位
　　　　【本　　学】　 0 － 1　【札幌大学】
　　　　【本　　学】　 3 － 0　【山形合同大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 0　【仙台白百合女子大学】
・東北女子フットサル選手権青森県大会（ 7月23日） 優勝
　　　　【本　　学】　 6 － 1　【ボンサジェス】
　　　　【本　　学】　 3 － 1　【シュライン】
　　　　【本　　学】　 8 － 2　【ナカスポ】
・東北地域大学女子サッカーリーグ　 2位
　　　　【本　　学】　 2 － 0　【東北公益文科大学】
　　　　【本　　学】　 0 － 2　【仙台大学】
　　　　【本　　学】　 4 － 0　【仙台白百合女子大学】
・第24回東北女子フットサル選手権大会兼第14回全日本女
子フットサル選手権大会東北大会（ 9月 9日～10日）　優勝
　　　　【本　　学】　 5 － 1　【フリアロッハ】
　　　　【本　　学】　 5 － 0　【アヴァンサ】
　　　　【本　　学】　 3 － 0　【ストラーダ】
　　　　【本　　学】　 5 － 1　【メッセセンダイ】
・全日本女子フットサル選手権大会（11月10日～12日）
　　　　【本　　学】　 1 － 2　【メンバーオブザギャング】
　　　　【本　　学】　 0 － 1　【サフィルヴァコルミージョ】
　　　　【本　　学】　 2 － 4　【ジュンジーズFFミネルバ】
・全日本大学女子サッカー選手権大会（12月25日）
　　　　【本　　学】　 1 － 2　【札幌大学】

◆男子ラグビー部
・イワテイーハトーブリーグ（ 5月21日）
　　　　【本　　学】　64－ 7　【スクラップス】
・東北地区大学体育大会ラグビーの部（ 6月10日～11日）

　 2位
　　　　【本　　学】　36－ 7　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　24－ 7　【東北大学】
　　　　【本　　学】　20－17　【東北学院大学】

　　　　【本　　学】　45－ 0　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　17－29　【東北学院大学】
・第24回ラグビーフェスタ2017 in HACHIMANTAI

（ 7月16日）
　　　　【本　　学】　19－14　【宮城県選抜】
・東北地区大学ラグビーリーグ（ 9月10日～10月29日）

　 2位
　　　　【本　　学】　50－25　【東北大学】
　　　　【本　　学】　21－34　【東北学院大学】
　　　　【本　　学】　78－ 0　【山形大学】
　　　　【本　　学】　91－ 7　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　44－ 5　【弘前大学医学部】
　　　　【本　　学】　65－ 7　【弘前大学医学部】
・東北地区大学ラグビーリーグ地区対抗プレーオフ

（11月 5日）
　　　　【本　　学】　41－21　【東北大学】
・第68回全国地区対抗大学ラグビー大会（ 1月 2日）
　　　　【本　　学】　24－41　【環太平洋大学】

◆女子ラグビー部
・第 7回全国高等学校女子合同チームラグビーフットボー
ル大会（ 6月10日～11日）
　　　　【本　　学】　60－ 7　【東北高校選抜】
・第 6回東北セブンス大会 in 八幡平フェスタ

（ 7月15日～16日）
　　　　【青　　森】　32－ 0　【宮　　城】
　　　　【青　　森】　22－12　【福　　島】
　　　　【青　　森】　 5 －35　【秋　　田】
・第 4回女子大学 7人制ラグビーフットボール交流大会

（ 9月17日）　 4位
【八戸学院・日体大】　26－ 0　【九州選抜】
【八戸学院・日体大】　 5 －29　【立正大・東京学芸大】
【八戸学院・日体大】　 5 －17　【流経大・筑波大】
・2017東北女子ラグビーセブンス in 石巻交流大会

（11月 3日）
　　　　【青　　森】　45－ 0　【宮　　城】
　　　　【青　　森】　33－12　【秋　　田】

◆男子バスケットボール部
・第72回国民体育大会バスケットボール競技（成年男女の
部）青森予選会（ 5月20日～21日）
　　　　【本　　学】　56－61　【青森クラブ】
・第38回北奥羽地区大学春季バスケットボール大会

（ 5月27日～28日）
　　　　【本　　学】　74－96　【青森中央学院大学】
・第37回青森県大学生交流バスケットボール大会

（ 6月10日～11日）　 2位
　　　　【本　　学】 101－41　【北里大学】
　　　　【本　　学】　66－47　【青森中央学院大学】
　　　　【本　　学】　57－103 【青森大学】
・第68回東北地区大学体育大会（バスケットボールの部）

　（ 6月16日～18日）
　　　　【本　　学】 112－75　【日大工学部】
　　　　【本　　学】　64－96　【岩手大学】
・第93回天皇杯・第83回皇后杯全日本バスケットボール選
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手権大会選手権大会　 1次ラウンド　東地区予選
（ 7月 8日～ 9日）　優勝

　　　　【本　　学】　84－47　【Monster】
　　　　【本　　学】　85－51　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】 107－100 【根城TITANS】
・第93回天皇杯第83回皇后杯全日本バスケットボール選手
権大会　一次ラウンド（ 8月26日～ 8月27日）
　　　　【本　　学】　66－79　【弘前実業高等学校】
・第18回東北地区バスケットリーグ・ 2部北奥羽トーナメ
ント（ 9月23日～24日）　 4位
　　　　【本　　学】　不戦勝　【北里大学】
　　　　【本　　学】　59－118 【秋田大学】
　　　　【本　　学】　46－60　【弘前大学】
・第28回青森県大学交流バスケットボール大会

（11月 4日～ 5日）　 3位
　　　　【本　　学】 108－62　【八戸工業大学
　　　　【本　　学】　61－80　【青森大学】
　　　　【本　　学】　58－57　【青森中央学院大学】
・第34回青森県会長杯争奪バスケットボール大会（12月 3日）
　　　　【本　　学】　64－70　【ヒラカワクラブ】
・第41回東北大学バスケットボール新人大会

（12月10日～17日）
　　　　【本　　学】　66－71　【弘前大学】

◆女子バスケットボール部
・第72回国民体育大会バスケットボール競技（成年男女の
部）青森予選会（ 5月20日～21日）
　　　　【本　　学】　66－76　【A-Bitsブルー・ガディス】
・第38回北奥羽地区大学春季バスケットボール大会

（ 5月27日～28日）　 4位
　　　　【本　　学】 182－14　【北里大学】
　　　　【本　　学】　56－62　【富士大学】
　　　　【本　　学】　82－92　【弘前大学】
・第37回青森県大学生交流バスケットボール大会

（ 6月11日）　優勝
　　　　【本　　学】　74－49　【青森中央学院大学】
　　　　【本　　学】　62－51　【弘前大学】
・第68回東北地区大学体育大会（バスケットボールの部）

　（ 6月16日～18日）
　　　　【本　　学】　93－47　【東北文教大学】
　　　　【本　　学】　52－72　【仙台大学】
・第18回東北地区バスケットリーグ・ 2部北奥羽トーナメ
ント（ 9月24日）　 2位
　　　　【本　　学】　94－61　【秋田大学】
　　　　【本　　学】　69－77　【弘前大学】
・第28回青森県大学交流バスケットボール大会

（11月 4日～ 5日）　優勝
　　　　【本　　学】　57－44　【弘前大学】
　　　　【本　　学】　65－60　【青森中央学院大学】
・第34回青森県会長杯争奪バスケットボール大会

（12月 3日）　優勝
　　　　【本　　学】　80－51　【NEO】
　　　　【本　　学】　98－95　【ブルー・ガディス】
・第41回東北大学バスケットボール新人大会

（12月10日～17日）

　　　　【本　　学】　81－50　【秋田大学】

◆陸上競技部
・2017東北学連春季大会（ 4月 8日～ 9日）
　男子100m　 決勝　池田　智也　11”14
　男子200m　 決勝　池田　智也　23”05
　男子400m　 決勝　磯邊　雄也　53”64
　男子走高跳　 決勝　磯邊　雄也　 1 m65
・2017春季大会（ 5月 5日～ 7日）
　男子400m　 決勝　三上　拓真　52.48 7位
　男子110mH　 決勝　磯邊　雄也　19.89 8位
　男子5000mW　 決勝　洞内　晃喜　24.04.38 3位
　男子走高跳 決勝　磯邊　雄也　 1 m80 7位
　男子円盤投 決勝　蛯名　航洋　39m71 優勝
　男子円盤投 決勝　粕谷　貴裕　26m56 2位
　女子3000m 決勝　小林　萌華　11.33.54 26位
　女子 4 ×100mR 決勝　工藤、鳥谷部、立花、角
 　　　　　　　　　51.28 6位
　女子 4 ×400mR 決勝　松田、角、鳥谷部、白川
 　　　　　　　　　4.11.54 3位
　女子走幅跳 決勝　松橋明日香　 5 m13 優勝
　女子走幅跳 決勝　工藤菜々佳　 5 m04 2位
　女子走幅跳 決勝　小泉　春菜　 4 m98 3位
　女子三段跳 決勝　松橋明日香　10m64 2位
　女子円盤投 決勝　山本　光美　28m44 5位
・第70回東北学生陸上競技対校選手権大会（東北インカレ
2017）（ 5月13日～15日）
　男子1000mW　 決勝　洞内　晃喜　47.17.16 5位
　男子十種競技　 決勝　磯邊　雄也　5147点 4位
　男子走幅跳　 決勝　的場　大輝　 6 m57 15位
　男子走幅跳　 決勝　吉本　雄登　 5 m96 24位
　男子円盤投　 決勝　蛯名　航洋　41m20 2位
　男子円盤投　 決勝　粕谷　貴裕　25m84 12位
　女子800m　 決勝　木村　美砂　2.19.42 6位
　女子1500m　 決勝　縄巻　綾音　5.08.72 9位
　女子1500m　 決勝　神　実季保　5.31.66 17位
　女子1500m　 決勝　小林　萌華　5.41.15 19位
　女子5000m　 決勝　縄巻　綾音　18.49.50 10位
　女子5000m　 決勝　小林　萌華　20.18.47 18位
　女子400mH　 決勝　白川奈々恵　1.05.27 4位
　女子400mH　 決勝　立花　　香　1.08.80 7位
　女子 4 ×100mR　 決勝　立花、角、豊川、白川
 　　　　　　　　　51.42 7位
　女子 4 ×400mR　 予選　角、木村、鳥谷部、白川
 　　　　　　　　　4.06.66 6位
　女子走幅跳　 決勝　工藤菜々佳　 4 m84 12位
　女子走幅跳　 決勝　小泉　春菜　 4 m71 14位
　女子走幅跳　 決勝　松橋明日香　 4 m84 15位
　女子三段跳　 決勝　松橋明日香　 9 m90 12位
　女子円盤投　 決勝　山本　光美　28m30 5位
　女子七種競技　 決勝　松浦　光紗　3220点 3位
・2017南部地区大会（ 4月22～23日）
　男子100m　 決勝　池田　智也　11.24 優勝
　男子400m　 決勝　三上　拓真　51.96 6位
　男子400mH　 決勝　古川　真人　57.79 優勝
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　男子 4 ×100mR　 決勝　白井、池田、菊池、的場
 　　　　　　　　　46.88 5位
　男子 4 ×400mR　 決勝　古川、三上、渡辺、菊池
 　　　　　　　　　3.38.00 5位
　男子走幅跳　 決勝　的場　大輝　 6 m27 3位
　男子円盤投　 決勝　蛯名　航洋　38m26 優勝
　男子円盤投　 決勝　粕谷　貴裕　26m78 2位
　女子100m　 決勝　角　　成美　13.2 3位
　女子200m　 決勝　角　　成美　27.29 4位
　女子400m　 決勝　木村　美砂　1.01.50 優勝
　女子400m　 決勝　鳥谷部礼那　1.03.13 3位
　女子800m　 決勝　木村　美砂　2.22.48 2位
　女子800m　 決勝　縄巻　綾音　2.37.11 5位
　女子1500m　 決勝　縄巻　綾音　5.02.78 2位
　女子3000m　 決勝　小林　萌華　11.54.98 15位
　女子400mH　 決勝　白川奈々恵　1.07.06 優勝
　女子400mH　 決勝　立花　　香　1.10.95 3位
　女子 4 ×100mR　 決勝　立花、鳥谷部、豊川、角
 　　　　　　　　　52 優勝
　女子 4 ×400mR　 決勝　角、木村、鳥谷部、白川
 　　　　　　　　　4.10.34 優勝
　女子走幅跳　 決勝　小泉　春菜　 4 m96 優勝
　女子三段跳　 決勝　小泉　春菜　10m40 2位
　女子円盤投　 決勝　山本　光美　32m47 優勝
・第44回東北総合体育大会陸上競技選手権大会兼第48回東
北陸上競技選手権大会（ 8月19日～20日）
　女子走幅跳　 決勝　小泉　春菜　 4 m86 14位
　女子三段跳　 決勝　小泉　春菜　10m79 11位
　女子三段跳　 決勝　松橋明日香　10m36 15位
　女子3000mSC　 決勝　繩巻　綾音　12.20.73 9位
・青森県秋季選手権大会（ 9月22日～24日）
　男子100m　 決勝　池田　智也　11.08 7位
　男子400m　 決勝　三上　拓真　51.3 2位
　男子800m　 決勝　菊地　雄大　2.03.13 4位
　男子400mH　 決勝　古川　真人　55.36 3位
　男子1600mリレー　 決勝　古川－池田－洞内－三上
 　　　　　　　　　3.25.49 3位
　男子走幅跳　 決勝　的場　大輝　 6 m57 4位
　男子走幅跳　 決勝　吉本　雄登　 6 m51 6位
　男子円盤投　 決勝　粕谷　貴裕　28m36 5位
　女子400m　 決勝　木村　美砂　1.00.65 3位
　女子800m　 決勝　木村　美砂　2.20.63 3位
　女子800m　 決勝　鳥谷部礼那　2.24.97 5位
　女子1500m　 決勝　小林　萌華　2.27.63 11位
　女子3000m　 決勝　小林　萌華　11.55.42 30位
　女子100mH　 決勝　小泉　理奈　17.84 7位
　女子400mH　 決勝　豊川佳奈子　1.09.59 3位
　女子400mH　 決勝　立花　　香　1.11.25 4位
　女子400mリレー　 決勝　工藤－立花－豊川－角
  　　　50.9　　　 2位
　女子1600mリレー　 決勝　立花－角－鳥谷部－木村
 　　　　　　　　　4.07.32 優勝
　女子走幅跳　 決勝　小泉　春菜　 5 m25　 優勝
　女子走幅跳　 決勝　松橋明日香　 5 m23　 2位
　女子三段跳　 決勝　松橋明日香　11m11 　優勝

　女子三段跳　 決勝　小泉　春菜　11m04 　 3位
　女子円盤投　 決勝　山本　光美　31m70 　 3位
・第46回東北学生陸上競技選手権大会（ 9月22日～25日）
　女子1500m　 決勝　縄巻　綾音　5.07.18 9位
　女子3000mSC　 決勝　縄巻　綾音　12.11.61 3位
　女子走幅跳　 決勝　工藤菜々佳　 5 m13 8位
　七種競技　 決勝　澤里さつき　3654点 2位
　七種競技　 決勝　松浦　光紗　3276点 3位
・第68回東北地区大学総合体育大会陸上競技

（10月21日～22日）
　男子1600mリレー　 決勝　古川－三上－磯邊－菊地
 　　　　　　　　　3.32.64 8位
　男子走幅跳　　 決勝　吉本　雄登　 6 m26 14位
　男子三段跳　　 決勝　吉本　雄登　12m13 15位
　男子円盤投　　　 決勝　粕谷　貴裕　29m55 8位
　女子800m　　 決勝　鳥谷部礼那　2.26.41 5位
　　　　　 決勝　澤里さつき　2.34.87 　 9位
　女子100mH 決勝　白川奈々恵　16.12 4位
　　　　　 決勝　澤里さつき　16.71 6位
　女子400mH　 決勝　白川奈々恵　1.07.24 5位
　女子400mリレー　 決勝　工藤－立花－豊川－角
 　　　　　　　　　50.58 5位
　女子走幅跳 決勝　工藤菜々佳　 5 m22 6位
　　　　　 決勝　松橋明日香　 5 m15 7位
　　　　　 決勝　小泉　春菜　 5 m13　 　 8位
　女子三段跳　　 決勝　小泉　春菜　10m88 4位
　　　　　 決勝　松橋明日香　10m71 6位
　女子やり投げ　　 決勝　澤里さつき　26m16 5位
　女子円盤投　　 決勝　山本　光美　32m23 3位

◆自転車競技部
・南部地区春季大会（ 4月29日）
　清水　知美　333.3mTT　 1位、500mTT　 1位
　伊藤　花歩　500mTT　 2位
　山口　和也　 1 kmTT　 2位
　大川　　剛　 1 kmTT　 2位
　佐々木聖佳　 3 kmIP　 1位
　菅原　朱音　 3 kmIP　 1位
　渡部　勤夢　 1 kmTT　 3位
・第57回東日本学生選手権トラック自転車競技大会

（ 5月 6日～ 7日）
　清水　知美　スプリント　 2位
　伊藤　花歩　スプリント　 3位
　山口　和也　ポイントレース予選　18位
　大川　　剛　 1 kmTT　12位
　菅原　朱音　 3 kmIP　 1位
　佐々木聖佳　チームスプリント　 2位
　渡部　勤夢　OP 1 kmTT　18位
・第86回全日本自転車競技選手権大会トラックレース

（ 5月13日～14日）
　清水　知美　500TT　 4位
　伊藤　花歩　500TT　 5位
　菅原　朱音　 3 kmIP　 5位
　清水　知美　スプリント　 5位
　伊藤　花歩　スプリント　 8位
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　菅原　朱音　ポイントレース　 5位
・第33回全日本学生選手権個人ロードレース大会

（ 6月10日～11日）
　菅原　朱音　女子ロードレース　 2位
・第86回全日本選手権ロードレース大会（ 6月23日～25日）
　菅原　朱音　女子エリートTT　11位
・第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会

（ 7月 1日～ 2日）
　清水　知美　スプリント　 2位、500mTT　 5位
　伊藤　花歩　スプリント　 7位、500mTT　 8位
　山口　和也　ポイントレース　15位
　大川　　剛　 1 kmTT　DNF
　佐々木聖佳　 3 kmIP　 9位、500mTT　DNF
　菅原　朱音　 3 kmIP　 5位、ポイントレース　 8位
　渡部　勤夢　スクラッチ　16位
・第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会

（ 8月31日～ 9月 4日）
　清水　知美　スプリント　 6位、500mTT　 5位
　　　　　　　チームスプリント　 2位
　伊藤　花歩　スプリント　 4位、500mTT　 2位、
　　　　　　　チームスプリント　 2位
　山口　和也　ポイントレース　DNF、
　大川　　剛　 1 kmTT　15位、
　佐々木聖佳　 3 kmIP　10位、ロードレースDNF、
　菅原　朱音　 3 kmIP　 6位、ポイントレース　12位、
　　　　　　　ロードレース 6位、
　渡部　スクラッチ21位
・第72回国民体育大会（ 9月27日～10月 7日）
　清水　知美　ケイリン　二回戦敗退
　　　　　　　チームスプリント決勝　14位
　伊藤　花歩　ケイリン　二回戦敗退
　　　　　　　チームスプリント　10位
　佐々木聖佳　チームスプリント　11位
　　　　　　　スクラッチ　予選敗退
　菅原　朱音　チームスプリント10位
　　　　　　　スクラッチ　予選敗退
・第53回全日本自転車競技トラック新人戦・全日本大会、
トラック記録会（10月14日）
　伊藤　花歩　500mTT　 1位
　山口　和也　 4 kmIP　10位
　大川　　剛　200mFTT　 6位
　佐々木聖佳　500mTT　 2位
　菅原　朱音　 3 kmIP　 1位
　渡部　勤夢　 4 kmIP　 6位
・第53回全日本学生自転車競技トラック新人戦・東日本大
会（10月14日～15日）
　山口　和也　ポイントレース決勝　17位
　大川　　剛　 1 kmTT　 5位
　佐々木聖佳　 3 kmIP　 4位、500mTT　10位
　菅原　朱音　 3 kmIP　 5位、500mTT　 9位
　渡部　勤夢　 4 kmIP　18位
・第 3回韓国済州特別自治道サイクル連盟会長杯全国大会

（11月 4日）
　清水　知美　 3位
・第38回アジア選手権ロードレース（ 2月 8日～12日）

　菅原　朱音　女子U23ロードレース　12位

◆アイスホッケー部
・秋季大会（ 8月25日～27日）
　　　　【本　　学】　 8 － 0　【東北福祉大学】
　　　　【本　　学】　 3 － 3　【東北学院大学】
・第18回大学アイスホッケー交流戦　苫小牧大会

（ 9月 6日～10日）　 3位
　　　　【本　　学】　 8 － 2　【北陸大学】
　　　　【本　　学】　 3 － 4　【札幌大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 1　【神奈川大学】
・デーリー東北新聞社杯（ 9月28日～10月 4日）
　　　　【本　　学】　 3 － 1　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 4　【吉田産業】
　　　　【本　　学】　 2 － 9　【青い森信用金庫】
　　　　【本　　学】　 4 － 8　【ブルースターズ】
・RAB杯青森県アイスホッケー選手権大会

（11月 7日～14日）
　　　　【本　　学】　 1 － 7　【青い森信用金庫】
・第52回東奥日報社旗争奪青森県アイスホッケー大会

（11月25日～12月 3日）
　　　　【本　　学】　 1 － 5　【吉田産業】
　　　　【本　　学】　 1 － 5　【青い森信用金庫】
　　　　【本　　学】　 4 － 6　【ブルースターズ】
・平成29年度東北地区大学アイスホッケー選手権大会

（11月16日～11月19日）　優勝
　　　　【本　　学】　 8 － 0　【東北大学】
　　　　【本　　学】　 7 － 0　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 1　【東北学院大学】

◆スピードスケート部
・第24回全日本スピードスケート距離別選手権大会

（10月13日～23日）
　鬼頭　琴音　500m　 41”01　26位
　澤尻磨里英　1500m　 2 ’06”16　24位
　澤尻磨里英　3000m　 4 ’28”29　24位
　澤尻磨里英　マスタートレース 9 ’29”47　 7位
・2017’帯広の森スケート競技会（11月 3日～ 5日）
　古庄　亜衣　5000m　 7 ’46”39　10位
　古庄　亜衣　3000m　 4 ’29”10　13位
　澤尻磨里英　5000m　 7 ’42”36　 7位
　澤尻磨里英　3000m　 4 ’27”47　10位
　鬼頭　琴音　500m　 1本目　40”79　　　　　
　　　　　　　　　 2本目　40”87　総合 9位
　鬼頭　琴音　1000m　 1 ’24”06　17位
　太齋　果菜　1000m　 1 ’23”93　16位
　太齋　果菜　1500m　 2 ’09”97　 8位
・2017／2018ジャパンカップスピードスケート競技会第 1
戦（11月10日～12日）
　澤尻磨里英　1500m　 2 ’08”23　20位
　澤尻磨里英　3000m　 4 ’21”56　11位
　澤尻磨里英　マススタート　 9 ’03”40　 1位
　鬼頭　琴音　500m　 40”62　14位
　鬼頭　琴音　1000m　 1 ’23”13　25位
・2017／2018ジャパンカップスピードスケート競技会第 2
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戦（11月24日～11月26日）
　澤尻磨里英　1500m　 2 ’13”85　14位
　澤尻磨里英　3000m　 4 ’40”86　14位
　澤尻磨里英　マススタートレース　 10’12”159　 2位
　鬼頭　琴音　500m　 42”03　 7位
　鬼頭　琴音　1000m　 1 ’30”16　16位
　太齋　果菜　マススタートレース　 16位
・第37回全日本学生スピードスケート選手権大会

（11月30日～12月 4日）
　古庄　亜衣　500m　 43”61　20位　　　　　
　古庄　亜衣　1500m　 2 ’15”56　17位　　　　　
　古庄　亜衣　3000m　 4 ’45”30　13位　総合17位
　澤尻磨里英　500m　 42’03　 6位　　　　　
　澤尻磨里英　1500m　 2 ’10”30　 6位　　　　　
　澤尻磨里英　3000m　 4 ’30”63　 2位　　　　　
　澤尻磨里英　5000m　 7 ’45”45　 4位　総合 1位
　鬼頭　琴音　500m　 1本目 41”06　 6位　　　　　
　鬼頭　琴音　1000m　 1本目 1 ’26”29　12位　　　　　
　鬼頭　琴音　500m　 2本目 41”33　 9位　　　　　
　鬼頭　琴音　1000m　 2本目 1 ’26”46　12位　総合10位
・2017／2018ジャパンカップスピードスケート競技会第 3
戦（12月 6日～12月11日）
　澤尻磨里英　1500m　 2 ’10”08　15位
　澤尻磨里英　3000m　 4 ’36”72　18位
　澤尻磨里英　マススタートレース　 9 ’18”08　 1位
　鬼頭　琴音　500m　 42”03　13位
　鬼頭　琴音　1000m　 1 ’26”30　21位

◆ゴルフ部
・第52回東北アマチュアゴルフ選手権競技・青森県予選

（ 5月10日～12日）
　 1日目　秋田　スコア　100　 76位
　　　　　田中　スコア　94　　73位
　　　　　中原　スコア　82　　28位
　 2日目　秋田　スコア　95　　76位
　　　　　田中　スコア　90　　73位
　　　　　中原　スコア　92　　64位
・第44回青森県アマチュアゴルフ選手権競技

（ 6月28日～30日）
　 1日目　秋田　スコア　101　 59位
　　　　　田中　スコア　94　　55位
　　　　　中原　スコア　93　　50位
　 2日目　秋田　スコア　111　 59位
　　　　　田中　スコア　93　　46位
　　　　　中原　スコア　91　　49位
・第16回岩手県オープン　アマチュアゴルフ予選会

（ 7月17日）
　中原　スコア　87　　13位
　田中　スコア　83　　18位
・トーオーゴルフ選手権大会（ 8月17日）
　中原　スコア　1.5ホール　139　　51位
　田中　スコア　1.5ホール　138　　49位
・青森県オープン（11月 1日～ 2日）
　秋田　スコア　91　　42位
　田中　スコア　87　　30位

　中原　スコア　85　　26位

◆軟式野球部
・奥羽地区春季リーグ（ 5月 1日～ 5月 5日）
　　　　【本　　学】　 7 － 4　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　 8 － 1　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　 4 － 2　【盛岡大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 6　【北里大学】
・奥羽地区秋季東日本大会予選（ 9月18日～ 9月26日）
　　　　【本　　学】　 3 － 5　【弘前大学】

◆弓道部
・八戸弓道大会（ 4月29日）
　川島千愛美　 2的　××××
・五戸弓道大会（ 5月14日）
　第 1戦目　川島×○○×　岩本×××○
　第 2戦目　川島×○××　岩本××××
　第 3戦目　川島×××○　岩本×××○
・春季県下弓道大会（ 5月21日）
　第 1戦目　川島×○××　岩本×○○○
　第 2戦目　川島○×○×　岩本××○×
・東北学生体育大会弓道の部　女子（ 6月10日）
　第 1回戦　岩本××××　藤垣××××　川島○×○×
　第 2回戦　岩本××××　藤垣××××　川島××××
・第52回秋季県下弓道選手権大会（10月15日）
　岩本××××　川島×○○○　藤垣××××
・二戸大会　大沢万治杯（10月22日）
　第 1回戦目　Ａチーム　川島××××　藤垣××××
　　　　　　　Ｂチーム　金澤××××　岩本○×○×
　第 2回戦目　Ａチーム　川島○○×○　藤垣××××
　　　　　　　Ｂチーム　金澤××××　岩本○×××
・第 1回八戸学院大学『鳴弦館』弓道大会（10月29日）

◆スポーツクライミングサークル
・青森県選手権大会（ 4月30日）
　工藤　夢起　リード競技 1位、ボルダ―競技 3位
　　　　　　　総合　第 2位
・岩手県リード選手権大会（ 5月 3日）
　工藤　夢起　一般女子ビギナー　優勝
・東北総合体育大会山岳競技（ 7月21日～23日）
　工藤　夢起　ボルダ―競技　青森県 6位

◆硬式テニスサークル
・八戸市Ｂ・Ｃ級オープン大会（ 5月21日）
　倉内　　優　男子シングルス　 2回戦敗退　ベスト 8
　倉内・安藤　男子ダブルス　 2回戦敗退　ベスト 4
・八戸市春季ミックスダブルス（ 5月28日）
　濱道（八学大）三浦（八工大）ペア　Ｂ級ミックスダブルス

1位トーナメント優勝
・青森県春季ダブルス選手権（ 6月11日）
　倉内（八学大）瀬川（青公大）　男子ダブルス
　予選リーグ敗退
　濱道（八学大）市沢（ふかふかTC）　男子ダブルス
　決勝リーグ 3位
・八戸市シングルス選手権大会（ 8月27日）
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　倉内　　優　男子シングルス　 予選リーグ敗退
　安藤　聖河　男子シングルス　 予選リーグ敗退
・青森県学生テニス選手権（11月 4日～ 5日）
　倉内　　優　シングルス　 予選決勝敗退
　安藤　聖河　シングルス　 本戦一回戦敗退
　倉内・安藤　ダブルス 予選一回戦敗退

（４3）　主な文化活動
◆軽音楽部
・HachiRock//869（ 4月30日）
・階上いちご煮祭り（ 7月29日）
・GARDEN PARTY（ 8月26日）
・六興祭（ 9月17日）
・八戸学院大学オープンキャンパス（ 9月23日）
・THE PRISONER（ 9月30日）
・LIVE HOUSE ENN 2 nd（10月 8日）
・ハセソニック（10月 9日）
・三沢航空科学館ふれあいFASTA in 大空ひろば2017

（10月14日）
・MISAWA BBQ ジャンボリー（10月15日）

◆演劇部
・第 4回八戸市公民館特別企画「あかつきぼし」

（ 5月26日～27日）
・「八戸八犬伝」（ 7月 7日～ 9日）
・どらまぐる～ぷ川第18回公演「優勝旗」

（10月14日～15日）
・光星学院法人創立60周年記念ミュージカル「北の大地に
60年」（11月 8日）

◆キャリアサポート研究会
・青森県社会教育センター主催　キャリアサポート研究会
基本研修（ 5月13日）
・キャリサポ八戸西高等学校企画（ 9月 6日）
・キャリアサポート三沢商業高等学校企画（ 9月 1日）

◆障害児（者）共生サークルアミューズ♪
・フレンドパーク（ 5月13日～ 2月10日）
・支援者セミナー（ 5月26日～ 6月30日）

◆Earth World
・タオル帽子の寄付　癌患者の方にタオル帽子を寄付する

◆CHIRENジャー
・ラグビー部試合の応援

◆イラスト研究会
・コミックマーケット（12月29日～ 1月 1日）

（４４）　教員免許状更新講習支援室
・夏季　選択必修講習　 8月 1日㈫
　　　　必修講習　　　 8月 2日㈬
　　　　選択講習　　　 8月 3日㈭・ 4日㈮・ 5日㈯・
　　　　　　　　　　　　　 7日㈪・ 8日㈫
・冬季　選択必修講習　12月24日㈰

　　　　必修講習　　　12月25日㈪
　　　　選択講習　　　12月26日㈫～28日㈭

（４5）　庶務日誌摘録
○紀要編集委員会会議
　平成29年　 5月10日㈬　　12月11日㈪
○地域連携研究センター運営委員会
　平成29年　 4月26日㈬　　 5月31日㈬　　 6月28日㈬
　　　　　　 7月26日㈬　　 9月27日㈬　　10月25日㈬
　　　　　　11月22日㈬　　12月20日㈬
　平成30年　 1月24日㈬　　 2月28日㈬
○入学者選抜委員会
　平成29年　 9月12日㈫　　 9月26日㈫　　11月14日㈫
　　　　　　11月28日㈫　　12月12日㈫
　平成30年　 2月 6日㈬　　 2月14日㈬　　 2月23日㈬
○入学試験運営委員会
　平成29年　 4月26日㈬　　 5月23日㈫　　 6月27日㈫
　　　　　　 7月25日㈫　　10月24日㈫　　11月28日㈫
　平成30年　 1月23日㈫　　 2月27日㈫
○教務委員会
〔大学〕
　平成29年　 4月26日㈬　　 6月 7日㈬　　 7月 5日㈬
　　　　　　 9月 6日㈬　　10月 4日㈬　　11月 1日㈬
　　　　　　12月 6日㈬
　平成30年　 1月10日㈬　　 2月 7日㈬　　 2月23日㈮
〔短期大学部〕
　平成29年　 4月12日㈪　　 5月 8日㈪　　 5月29日㈪
　　　　　　 7月 3日㈪　　 9月 4日㈪　　10月 2日㈪
　　　　　　10月31日㈪　　12月 4日㈪
　平成30年　 1月 9日㈫　　 1月29日㈪　　 2月26日㈪
○就職支援委員会
　平成29年　 4月25日㈫　　 5月30日㈫　　 7月 4日㈫
　　　　　　 9月 5日㈫　　 9月26日㈫　　10月31日㈫
　　　　　　11月28日㈫
　平成30年　 1月30日㈫　　 2月27日㈫
○教養教育運営委員会
　平成29年　 5月29日㈪　　 6月26日㈪　　 9月25日㈪
　　　　　　11月27日㈪
　平成30年　 1月29日㈪
○自己点検評価委員会
〔大学〕
　平成29年　 4月12日㈬　　 4月14日㈮　　 4月17日㈪
　　　　　　 4月20日㈭　　 4月21日㈮　　 4月24日㈪
　　　　　　 4月27日㈭　　 5月 1日㈪　　 5月15日㈪
　　　　　　 5月16日㈫　　 5月18日㈭　　 5月19日㈮
　　　　　　11月20日㈪
〔短期大学部〕
　平成29年　 4月27日㈭　　 5月 9日㈫　　 5月23日㈫
　　　　　　 6月 5日㈪　　 6月19日㈪　　11月20日㈪
○学生相談・ハラスメント担当
　平成29年　 5月 1日㈪　　 6月 6日㈫　　 9月22日㈮
　平成30年　 2月13日㈫
○国際交流支援委員会
　平成29年　 4月27日㈭　　 5月22日㈪　　 6月19日㈪
　　　　　　 7月24日㈪　　 9月11日㈪　　10月16日㈪
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　　　　　　11月20日㈪　　12月18日㈪
　平成30年　 2月 6日㈫　　 3月14日㈬
○ファカルティ・デベロップメント（FD）委員会
　平成29年　 4月26日㈬　　 5月24日㈭　　 6月28日㈬
　　　　　　 7月26日㈬　　 9月27日㈬　　10月25日㈬
　　　　　　11月22日㈬　　12月20日㈬
　平成30年　 1月24日㈬　　 2月28日㈬
○研究推進委員会
　平成29年　 5月10日㈬　　 6月14日㈬　　 7月12日㈬
　　　　　　 9月13日㈬　　10月13日㈮
　平成30年　 1月19日㈮　　 2月14日㈬
○図書委員会
　平成29年　 4月25日㈫　　 6月27日㈫　　12月 7日㈭
○紀要編集委員会
　平成29年　 5月10日㈬　　12月11日㈪
○大学入試センター試験実施委員会
　平成29年　10月23日㈪　　11月14日㈫　　11月17日㈮
　　　　　　12月11日㈪　　12月19日㈫（監督者説明会）
　平成30年　 1月 9日㈫
○学生委員会
〔大学〕
　平成29年　 4月11日㈫　　 5月 8日㈪　　 6月 5日㈪
　　　　　　 7月 3日㈪　　 9月 4日㈪　　10月 2日㈪
　　　　　　11月 7日㈫　　12月 4日㈪
　平成30年　 2月 5日㈪　　 3月 5日㈪
〔短期大学部〕
　平成29年　 4月 1日㈬　　 4月24日㈪　　 5月29日㈪
　　　　　　 6月26日㈪　　 9月 4日㈪　　 9月25日㈪
　　　　　　10月23日㈪　　11月27日㈪
　平成30年　 1月29日㈪　　 2月26日㈪
○教員免許状更新講習支援室
　平成29年　 7月20日㈭　　12月14日㈭
○特別学生支援室
　平成30年　 2月15日㈭
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鈴木　俊裕（すずき としたか）
1951年11月生。横浜市出身。早稲田大学卒業。二松学舎大
学大学院文学研究科国文学専攻、博士後期課程単位取得満
期退学。修士（国文学）。神奈川県立高校教諭、県教育庁
高校教育課主幹、県立高等学校長を経て、2013年４月、鎌
倉女子大学教育学部准教授・昭和音大非常勤講師。2017年
４月より、八戸学院大学ビジネス学部教授・早稲田大学教
育学部非常勤講師。専門分野、日本文学（中古文学、語彙）、
教育学（学校教育）。担当科目は、教育原理、教育相談、
道徳教育の研究。著書、共著「思考力・判断力・表現力等
を育成する方策」（三省堂）、編著『高校生のための「研究」
ノート』（学事出版）など。主な論文・研究ノート、「道徳
教育の変遷と今日的役割（八戸学院大学紀要55号）、「中学
校学習指導要領特別の教科　道徳」にみる学習指導と評価
について（同大学紀要56号）、『源氏物語』椎本巻の心情表
現語（国文学解釈と鑑賞・至文堂）など。社会活動として、
東京都千代田区立高齢者センターや鎌倉市教養センターで
近代文学や源氏物語の講演会を行った。所属学会、全国大
学国語国文学会、日本文学風土学会。

鶴見　浩一郎（つるみ こういちろう）
1956年（昭和31年）東京都品川区生まれ。北海道大学水産
学部水産化学科卒業。日本油脂株式会社（現日油）におい
て主に船底防汚塗料、漁網防汚剤の研究開発に従事する。
1993－1996年、新技術事業団（現科学技術振興機構）創造
科学推進事業「伏谷着生機構プロジェクト」に出向、フジ
ツボの付着機構を研究する。2009年セシルラボ㈱設立、社
主。フジツボの養殖研究を開始。2012～2017年愛媛大学南
予水産研究センター准教授。2015～2017年八戸学院大学地
域連携研究センター客員教授。2017年４月より八戸学院大
学ビジネス学部特任教授。専門分野は海洋化学、防汚塗料、
海洋付着生物学、水産増殖学。担当科目は地域産業論、地
域開発論。青森県特産品としての食用フジツボの養殖と流
通を研究する。主要業績として「微生物膜のフジツボ付着
に与える影響」（英文・Biofouling誌・1998）、「隠れた高級
食材フジツボ養殖研究の現状と課題」（養殖ビジネス・
2015）など。所属学会は水産学会、付着生物学会、甲殻類
学会。

藤代　典子（ふじしろ のりこ）
1972年（昭和47年）徳島県生まれ。広島大学大学院理学研
究科博士課程前期地球惑星システム学専攻（理学修士）、
南カリフォルニア大学マーシャル経営大学院修了（経営学
修士MBA）。専門分野はブランド・マーケティング。
NTT、ザ・リッツ・カールトン東京等にてマーケティン
グに従事。㈱ノースビレッジ・ウエルネス等を経て、青森

100年ブランド事務所を創業。2013年より地域連携研究セ
ンター客員研究員、ビジネス学部非常勤講師。2017年より
特任准教授。マーケティング論、ブランド・マーケティン
グ、経営戦略論他を担当。研究業績としては「持続可能性
と創造性豊かなソーシャル・キャピタルと企業の役割」「ヘ
ルスツーリズムが地域ブランドに与える競争優位性につい
て」等。著書に「成功するオンラインショップ」（共著、
東洋経済新報社）等。実践経営学会、日本マーケティング
学会会員。2014年より青森ブランド推進委員会委員、八戸
観光創造委員会委員、六戸ブランド研究会コーディネー
ター。

松井　克明（まつい かつあき）
1973年（昭和48年）生まれ。埼玉県川口市出身。明治大学
大学院政治経済学研究科博士前期課程修了。立教大学大学
院経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程／修士（経済
学）（明治大学）。専門は財政学、地方財政論。担当科目は、
経済事情、地方財政論、公共政策など。主要業績（論文・
研究ノート）は、『アメリカの高校生が読んでいる経済の
教科書』（共著・アスペクト・2008年）、『地域切り捨て』（共
著・岩波書店・2008年）。論文「米国ミシガン州の2007年
企業課税改革」（立教経済学論叢　第84号　2017年）、論文
「米国ミシガン州の2011年企業課税改革」（日本地方財政
学会研究叢書第25号　2018年）。所属学会は、日本財政学
会、日本地方財政学会、日本自治学会。福島県矢祭町の「矢
祭もったいない図書館」を中心に地域活性化の調査、実践
を行っている。

吉田　守実（よしだ もりみ）
1963年（昭和38年）岩手県奥州市生まれ。岩手県立大学大
学院社会福祉学研究科博士前期課程修了。修士（社会福祉
学）。社会福祉法人前沢町社会福祉協議会から社会福祉法
人奥州市社会福祉協議会、秋田看護福祉大学看護福祉学部
福祉学科講師、准教授を経て、2018年１月より現職。専門
分野は地域福祉（福祉コミュニティ、福祉教育、地域福祉
計画）。主たる研究は「若者の社会不適応に関する調査研
究（2016）」「ご近所福祉スタッフによる住民相互のネット
ワークの活動に関する一考察（2017）」「被災地が再建する
時～学生の災害復興ボランティア体験とともに～（2017
年）」などがある。担当科目は、現代社会と福祉Ⅰ、福祉
行財政と福祉計画、社会保障、就労支援サービス、相談援
助演習Ⅱ、相談援助実習指導Ⅰ・Ⅱ、基礎演習、プレゼン
テーション、研究演習Ⅰ～Ⅵなど。所属学会は、日本社会
福祉学会、日本地域福祉学会、日本社会福祉士会、東北ス
クールソーシャルワーク学会。

新　任　紹　介

ビジネス学部

人間健康学部　人間健康学科
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神郡　博（かみごおり ひろし）
1933年（昭和８年）生まれ。茨城県つくば市出身。国立国
府台病院附属高等看護学院、放送大学卒業、人間総合大学
大学院人間総合科学研究科修了。修士（心身健康科学）。
国立病院・療養所勤務を経て、1985年群馬大学医療技術短
期大学教授、1993年富山医科薬科大学医学部看護学科教
授、1999年福井県立大学看護福祉学部教授、2005年弘前学
院大学看護学部長・教授、2017年八戸学院大学健康医療学
部看護学科教授（現職）。担当科目精神看護学概論、精神
看護学援助論。主な著書。精神科看護事例集（共著、医学
書院）、精神障害をもつ人の看護（編著、メヂカルフレン
ド社）、精神看護の世界（看護の科学社）、患者の訴え－そ
の聴き方と応え方（監訳、医学書院）、認知症人々へのケ
ア（監訳、日本看護協会出版会）、コンパクトガイド看護
実践の基礎と展開－理論・技術・領域別看護（編著、看護
の科学社）、精神保健－現代の視点と展開（看護の科学社）、
職場適応能力を育てる新人ナース育成ハンドブック（編著、
看護の科学社）、臨床実践に役立つ看護研究ガイド－基礎
と実践（編著、看護の科学社）、看護学生のためのクリティ
カルシンキングと書き方－基本的な考え方と活用（監訳、
世論時報社）。2013年まで日本看護科学学会、日本看護研
究学会、日本精神保健看護学会に所属し、その間、評議員、
理事を務める。

辻村　史子（つじむら ふみこ）
1943年（昭和18年）生まれ。岡山県津山市出身。厚生省看
護研修研究センター、（教員養成課程）修了、放送大学教
養学部発達と教育専攻卒業、東洋大学大学院文学研究科教
育学専攻科博士前期課程修了（教育学修士）。国立東京第
二病院（血液、呼吸器内科）、自治医科大学附属病院（循
環器内科）、自治医科大学附属さいたま医療センター（循
環器内科、心臓血管外科）。自治医科大学看護短期大学講
師（在宅・老年看護学）、藍野大学医療保健学部看護学科
教授（老年看護学）、人間総合科学大学保健医療学部看護
学科教授（在宅・老年看護学）。2017年八戸学院大学健康
医療学部看護学科教授（現職）。担当科目は高齢者看護学
概論、高齢者援助論。主な業績は、やさしいインスリン注
射のうち方・在宅インスリン自己注射介護用マニュアル（共
著、文光堂）、糖尿病ケア（共著、文光堂）。新卒者看護婦
就職後 1年間の看護技術の習得度（自治医科大学看護短期
大学紀要　第 9巻p.63～69）。新体系看護学系21　循環機
能障害の看護（共著、メヂカルフレンド社）。外来通院高
齢者の生きがい（日本老年看護学会）、認知症高齢者GH終
末期ケア研修プログラム（文部科学省科学研究費助成金基
礎研究C18592459）（日本老年学・国際学会）。キャリアと
人生観（看護専門職の人生観をはぐくむもの）（共著、イ
ンターナショナル看護哲学）、国家試験模擬試験作成（成

人看護学　サトラサービス 7月）、国家試験模擬試験作成
（成人看護学　サトラサービス 8月）。所属学会は、日本看
護学会、日本看護研究学会、日本老年看護学会、日本認知
症ケア学会。

矢野　章永（やの ふみえ）
1944年東京都大田区生まれ。国立東京第二病院附属高等看
護学院、神奈川県教員養成課程終了。グリフィス大学保健
学部看護学科修了。ラ・トローブ大学大学院看護学修士コー
ス修了。看護学修士。神奈川県衛生看護専門学校教務主任、
三井記念病院高等看護学院学院長、宇都宮短期大学、共立
女子短期大学看護学科学科長、共立女子大学看護学部教授、
2017年４月より八戸学院大学健康医療学部看護学科教授
（現職）。担当科目は、看護倫理学、在宅看護学概論、在宅
看護学援助論。主な業績は、最新看護学教育ガイダンス（共
著）（医歯薬出版）、在宅看護過程（日総研出版）、看護学
概論（メジカルフレンド社）、臨地実習指導者実践ガイド（医
歯薬出版）、看護教育：看護師の看護実践能力の育成を目
指して（医学書院）、在宅神経難病患者の家族の気管カテー
テル清潔管理の実際と課題（日本看護研究学会雑誌）、災
害時における在宅難病患者の課題（日本災害看護学会）。
所属学会は、日本在宅ケア学会、日本災害看護学会、日本
看護福祉学会、日本看護研究学会。

田中　克枝（たなか かつえ）
1962（昭和37）年生まれ。青森県東北町出身。弘前大学教
育学部特別教科（看護）教員養成課程卒業、北海道医療大
学大学院看護福祉学研究科修士課程修了（看護学修士）、
東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究博士（後期）満期
退学。青森県職員（看護師、看護教員）、青森県立保健大学、
福島県立医科大学、弘前医療福祉大学を経て、2017年４月
より現職。担当科目は小児看護学概論、小児看護援助論な
ど。著書は共著『ナーシング・グラフィカ小児看護学①小
児の発達と看護』『G Supple場面でまなぶ小児看護学』な
ど。主要論文『人工内耳を装着している子どもをもつ養育
者の思い』『ハイリスク児をもつ母親の育児ストレスと育
児支援の検討』『脳性麻痺児の母子相互作用の検討』など。
所属学会は、日本看護科学学会、日本看護研究学会、日本
小児保健学会、日本母性衛生学会、日本小児看護学会、日
本発達心理学会、日本家族看護学会、日本子ども虐待防止
学会、乳幼児保健学会、青森県看護教育研究会。

西村　美八（にしむら みや）
1973年（昭和48年）生まれ。青森県弘前市出身。弘前大学
大学院医学研究科医科学専攻修了。博士（医学）。弘前大学、
京都橘大学を経て、2017年10月より現職。専門分野は地域
保健活動、社会医学。担当科目は主に公衆衛生看護学に関
する科目（公衆衛生看護学概論、公衆衛生看護支援論、公
衆衛生看護活動展開論、公衆衛生看護学実習Ⅰ・Ⅱ等）。

新　任　紹　介

健康医療学部　看護学科
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主な業績は「一般住民における睡眠障害と生活習慣の関連
について（2011）」、「食欲調整ホルモン（レプチン，グレ
リン）と睡眠時間・睡眠の質との関係（2014）」、「看護学
生におけるストレッサーとコーピングの関連性の検討
（2017）」。所属学会は日本公衆衛生学会、日本地域看護学
会、日本在宅ケア学会、日本公衆衛生看護学会、日本健康
教育学会、日本禁煙学会等。

長南　幸恵（ちょうなん ゆきえ）
北海道出身。北海道医療大学大学院看護福祉研究科修了。
上智学院聖母看護学校、岩手県立大学、長野県看護大学を
経て、2017年６月から現職。担当科目は、基礎演習、プレ
ゼンテーション、精神看護援助論、精神看護学実習、基礎
看護学実習Ⅰ・Ⅱ、統合看護実習、看護卒業研究。専門分
野は、神経発達障害を中心とした小児精神神経医学。主な
業績は、「自閉スペクトラム症児の保育活動で見られる感
覚の低反応と行動－視覚、聴覚、触覚に焦点をあてて－
（2017）」「感覚に偏りがみられた自閉スペクトラム症児の
視覚と聴覚への関心と行動－保育活動の観察から－
（2018）」。所属学会は、日本精神保健看護学会、自閉症ス
ペクトラム学会、LD学会、質的心理学会、乳幼児医学・
心理学学会など。

安田　美央（やすだ みお）
1984年（昭和59年）５月30日生まれ。八戸市出身、三沢市
在住。青森県立八戸高等学校普通科卒業、横浜国立大学教
育人間科学部学校教育課程教科教育コース音楽教育講座卒
業、同大学院教育学研究科芸術系教育専攻音楽分野修了。
修士（教育学）。専門分野は音楽教育学、作曲。上海日本
人学校虹橋校小学部教諭（海外子女教育振興財団派遣）、
青森県内の小学校２校の常勤講師としての勤務などを経
て、2017年４月より現職。担当科目は幼児音楽Ⅰ、ピアノ
レッスンⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、ゼミナールⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳなど。
主な業績は、「音楽を聴く行為によって育まれる『自己性』
についての試論－音楽鑑賞概念の再考を目指して－」（日
本音楽教育学会第48回大会で発表）。所属学会は日本音楽
教育学会、日本保育学会。

新　任　紹　介

◆本号は一部をのぞき平成29年 3 月 １ 日から平成30年
2月28日までの記事を掲載しました。

八戸学院大学短期大学部　幼児保育学科


